
JP 6537954 B2 2019.7.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための方法であって、
　前記基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記
ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを、前記基地局と異なり、前記
デバイスと通信する第２の基地局が受信すること、ここにおいて、前記リソースは、リソ
ース間の直交性を保証するために前記基地局と、前記第２の基地局との間でネゴシエート
されたリソースである、と、
　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータ
を、前記第２の基地局が送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記受信することは、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制御データまたは
前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを受信することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御データの少なくとも一部分を復号することに少なくとも部分的に基づいて、リ
ソースの前記指示を決定することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置であって、
　　前記基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前
記ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信すること、ここにおい
て、前記リソースは、リソース間の直交性を保証するために前記基地局と、前記基地局と
異なり、前記デバイスと通信する前記装置との間でネゴシエートされたリソースである、
と、
　　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデー
タを送信することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制
御データまたは前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを受信する、
請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記制御データの少なくとも一部分を復号するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、リソースの前記指示を決定するようにさらに構成され
た、
請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置であって、
　前記基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記
ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信するための手段、ここに
おいて、前記リソースは、リソース間の直交性を保証するために前記基地局と、前記基地
局と異なり、前記デバイスと通信する前記装置との間でネゴシエートされたリソースであ
る、と、
　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータ
を送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項８】
　前記受信するための手段は、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制御データ
または前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを受信する、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記受信するための手段は、前記制御データの少なくとも一部分を復号することに少な
くとも部分的に基づいてリソースの前記指示を決定する、
請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　第１の基地局がデバイスをサービスするのを支援するためのコンピュータプログラムで
あって、
　　第２の基地局に、前記第１の基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、
前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受
信させるためのコード、ここにおいて、前記リソースは、リソース間の直交性を保証する
ために前記第１の基地局と、前記第１の基地局と異なり、前記デバイスと通信する前記第
２の基地局との間でネゴシエートされたリソースである、と、
　　前記第２の基地局に、前記リソース上で前記第１の基地局とともに前記制御データま
たは前記ユーザプレーンデータを送信させるためのコードと
を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１１】
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　前記第２の基地局に受信させるための前記コードは、Ｘ２インターフェース上で前記第
１の基地局から前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示と
を受信する、
請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　前記制御データの少なくとも一部分を復号することに少なくとも部分的に基づいて、前
記第２の基地局にリソースの前記指示を決定させるためのコードをさらに備える、
請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置であって、
　前記基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記
ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを取得するための制御／データ
受信構成要素、ここにおいて、前記リソースは、リソース間の直交性を保証するために前
記基地局と、前記基地局と異なり、前記デバイスと通信する前記装置との間でネゴシエー
トされたリソースである、と、
　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータ
を送信するためのデータ通信構成要素と
を備える、装置。
【請求項１４】
　前記制御／データ受信構成要素は、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制御
データまたは前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを取得する、
請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記制御／データ受信構成要素は、前記制御データの少なくとも一部分を復号すること
に少なくとも部分的に基づいてリソースの前記指示を決定する、
請求項１３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　優先権の主張　
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、２０１０年１月１９日に出願された「UE Association with Type II Relays」と題する
仮出願第６１／２９６，２８１号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　以下の説明は、一般にワイヤレスネットワーク通信に関し、より詳細には、ワイヤレス
通信において中継器を利用することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、たとえば、ボイス、データなど、様々なタイプの通信コン
テンツを提供するために広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システムは、使用
可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力、．．．）を共有することによっ
て複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり得る。その
ような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどを含み得る。さらに、システムは、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、エボリューションデータオプティマイズ
ド（ＥＶ－ＤＯ）などの規格に準拠することができる。
【０００４】



(4) JP 6537954 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のモバイルデバイスのための通信を
同時にサポートし得る。各モバイルデバイスは、順方向リンクおよび逆方向リンク上の送
信を介して１つまたは複数の基地局と通信し得る。順方向リンク（またはダウンリンク）
は基地局からモバイルデバイスへの通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリン
ク）はモバイルデバイスから基地局への通信リンクを指す。さらに、モバイルデバイスと
基地局の間の通信は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）システム、多入力単出力（ＭＩＳＯ）シ
ステム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムなどを介して確立され得る。さらに、ピアツ
ーピアワイヤレスネットワーク構成では、モバイルデバイスは他のモバイルデバイスと（
および／または基地局は他の基地局と）通信することができる。
【０００５】
　さらに、ネットワークカバレージおよび容量を増大させるために中継器が設けられ得る
。たとえば、中継器は、概して、基地局から信号を受信し、その受信信号を送信して、デ
バイスにおいて受信される合成信号の信号品質を改善する。いくつかの中継器は、物理セ
ル識別子なしに動作することができ、したがって、基地局通信を中継するためにデバイス
の個別の制御データリソースを必要としない（たとえば、ＬＴＥにおけるタイプＩＩ中継
器）。この例では、デバイスは、基地局と中継器の両方からユーザプレーンデータを受信
している間、基地局とは制御データを通信するが、中継器とは制御データを通信しない。
これにより、制御データおよびユーザプレーンデータのためのチャネル品質間の不一致を
生じることがある。一例では、デバイスが中継器の近くにあるが、基地局からより遠くに
ある場合、デバイスは高品質ユーザプレーンデータチャネルと低品質制御チャネルとを経
験することがある。これは、一例では、制御チャネル品質がしきい値レベルを下回る場合
、デバイスがユーザプレーンデータチャネルを復号することを妨げることがある。その上
、たとえば、デバイスは、サービング基地局と干渉する近隣基地局の近くにあることがあ
り、それにより、サービング基地局からの制御チャネルのヒアラビリティ（hearability
）がさらに低下することがある。
【発明の概要】
【０００６】
　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべての態様
の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入と
して、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００７】
　１つまたは複数の実施形態およびその対応する開示に従って、サービングセルおよび／
または中継器から測定されたチャネル状態に少なくとも部分的に基づいて、サービングセ
ルおよび／または中継器を選択することを可能にすることに関する様々な態様について説
明する。さらに、デバイスがサービング基地局からしきい値レベルを下回るチャネル状態
を経験する場合、デバイスと通信するために中継器を利用することに関する態様について
説明する。一例では、サービング基地局は、チャネル状態に少なくとも部分的に基づいて
デバイスと通信するために、追加または代替として中継器とともに異なる基地局を用いる
ことができる。
【０００８】
　一例によれば、基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータを決定することと、
基地局を支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータを決定するこ
ととを含む、中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するための方法が提供される。
本方法は、１つまたは複数の通信パラメータを１つまたは複数の異なる通信パラメータと
比較することに少なくとも部分的に基づいて、中継器からの支援を受けてまたは受けずに
基地局から信号を受信するように選択することをさらに含む。
【０００９】
　別の態様では、基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータを取得することと、
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基地局を支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータを取得するこ
ととを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、中継器から信号を受信
すべきかどうかを決定するための装置が提供される。少なくとも１つのプロセッサは、１
つまたは複数の通信パラメータを１つまたは複数の異なる通信パラメータと比較すること
に少なくとも部分的に基づいて、中継器からの支援を受けてまたは受けずに基地局から信
号を受信することを決定するようにさらに構成される。さらに、本装置は、少なくとも１
つのプロセッサに結合されたメモリを含む。
【００１０】
　さらに別の態様では、基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータと、基地局を
支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータとを決定するための手
段を含む、中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するための装置が提供される。本
装置は、１つまたは複数の通信パラメータを１つまたは複数の異なる通信パラメータと比
較することに少なくとも部分的に基づいて、中継器からの支援を受けてまたは受けずに基
地局から信号を受信するように選択するための手段をさらに含む。
【００１１】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、基地局に関係する１つまた
は複数の通信パラメータを取得させるためのコードと、少なくとも１つのコンピュータに
、基地局を支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータを取得させ
るためのコードとを有するコンピュータ可読媒体を含む、中継器から信号を受信すべきか
どうかを決定するためのコンピュータプログラム製品が提供される。本コンピュータ可読
媒体は、１つまたは複数の通信パラメータを１つまたは複数の異なる通信パラメータと比
較することに少なくとも部分的に基づいて、中継器からの支援を受けてまたは受けずに基
地局から信号を受信することを少なくとも１つのコンピュータに決定させるためのコード
をさらに含む。
【００１２】
　その上、一態様では、基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータと、基地局を
支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータとを決定するためのリ
ンクレートプロジェクト構成要素を含む、中継器から信号を受信すべきかどうかを決定す
るための装置が提供される。本装置は、１つまたは複数の通信パラメータを１つまたは複
数の異なる通信パラメータと比較することに少なくとも部分的に基づいて、中継器からの
支援を受けてまたは受けずに基地局から信号を受信するように選択するためのサービング
セル決定構成要素をさらに含む。
【００１３】
　別の例によれば、デバイスと通信するための別の基地局を利用するための方法が提供さ
れる。本方法は、デバイスからチャネルリソースのセットに関係するチャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩ）を受信し、デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異
なるＣＱＩを受信することと、ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なる
しきい値レベルを下回ると決定することとを含むことができる。本方法は、ＣＱＩがしき
い値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ると決定することに少
なくとも部分的に基づいて、デバイスと通信するための追加の基地局を利用することをさ
らに含む。
【００１４】
　別の態様では、デバイスからチャネルリソースのセットに関係するＣＱＩを受信し、デ
バイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩを受信するように構
成された少なくとも１つのプロセッサを含む、デバイスと通信するための別の基地局を利
用するための装置が提供される。少なくとも１つのプロセッサは、ＣＱＩがしきい値レベ
ルを上回り、異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ると決定することと、少なくと
も１つのプロセッサが、ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なるしきい
値レベルを下回ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、デバイスと通信するた
めの追加の基地局を利用することとを行うようにさらに構成される。さらに、本装置は、
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少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリを含む。
【００１５】
　さらに別の態様では、デバイスからチャネルリソースのセットに関係するＣＱＩを受信
し、デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩを受信するた
めの手段を含む、デバイスと通信するための別の基地局を利用するための装置が提供され
る。本装置は、ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なるしきい値レベル
を下回ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、デバイスと通信するための追加
の基地局を利用するための手段をさらに含む。
【００１６】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、デバイスからチャネルリソ
ースのセットに関係するＣＱＩを受信させ、デバイスからチャネルリソースの異なるセッ
トに関係する異なるＣＱＩを受信させるためのコードを有するコンピュータ可読媒体を含
む、デバイスと通信するための別の基地局を利用するためのコンピュータプログラム製品
が提供される。本コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つのコンピュータに、ＣＱＩが
しきい値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ると決定させるた
めのコードと、少なくとも１つのコンピュータに、ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、異
なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ると決定させるためのコードに少なくとも部分
的に基づいて、少なくとも１つのコンピュータに、デバイスと通信するための追加の基地
局を利用させるためのコードとをさらに含む。
【００１７】
　その上、一態様では、デバイスからチャネルリソースのセットに関係するＣＱＩを取得
し、デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩを取得するた
めのＣＱＩ受信構成要素を含む、デバイスと通信するための別の基地局を利用するための
装置が提供される。本装置は、ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なる
しきい値レベルを下回ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、デバイスと通信
するための追加の基地局を利用するための基地局採用構成要素をさらに含む。
【００１８】
　別の例では、基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、制御データまたは
ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信することと、リソース上
で基地局とともに制御データまたはユーザプレーンデータを送信することとを含む、基地
局がデバイスをサービスするのを支援するための方法が提供される。
【００１９】
　別の態様では、基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、制御データまた
はユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信することと、リソース
上で基地局とともに制御データまたはユーザプレーンデータを送信することとを行うよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、基地局がデバイスをサービスするのを
支援するための装置が提供される。さらに、本装置は、少なくとも１つのプロセッサに結
合されたメモリを含む。
【００２０】
　さらに別の態様では、基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、制御デー
タまたはユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信するための手段
を含む、基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置が提供される。本装置
は、リソース上で基地局とともに制御データまたはユーザプレーンデータを送信するため
の手段をさらに含む。
【００２１】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、基地局から制御データまた
はユーザプレーンデータと、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するためのリ
ソースの指示とを受信させるためのコードを有するコンピュータ可読媒体を含む、基地局
がデバイスをサービスするのを支援するためのコンピュータプログラム製品が提供される
。本コンピュータ可読媒体は、少なくとも１つのコンピュータに、リソース上で基地局と
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ともに制御データまたはユーザプレーンデータを送信させるためのコードをさらに含む。
【００２２】
　その上、一態様では、基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、制御デー
タまたはユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを取得するための制御
／データ受信構成要素を含む、基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置
が提供される。本装置は、リソース上で基地局とともに制御データまたはユーザプレーン
データを送信するためのデータ通信構成要素をさらに含む。
【００２３】
　さらに別の例によれば、制御データとユーザプレーンデータとを中継器に送信するため
のリソースのセットを選択することを含む、中継器を共同でサービスするための方法が提
供される。本方法は、制御データとユーザプレーンデータとを送信するために中継器を使
用することにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局に示すこ
とと、リソースのセット上で制御データとユーザプレーンデータとを中継器に送信するこ
ととをさらに含む。
【００２４】
　別の態様では、制御データまたはユーザプレーンデータを中継器に送信するためのリソ
ースのセットを選択することと、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するため
に中継器を使用することにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基
地局に通信することとを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを含む、中継
器を共同でサービスするための装置が提供される。少なくとも１つのプロセッサは、リソ
ースのセット上で制御データまたはユーザプレーンデータを中継器に送信するようにさら
に構成される。さらに、本装置は、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリを含
む。
【００２５】
　さらに別の態様では、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するために中継器
を使用することにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局に示
すための手段を含む、中継器を共同でサービスするための装置が提供される。本装置は、
リソースのセット上で制御データまたはユーザプレーンデータを中継器に送信するための
手段をさらに含む。
【００２６】
　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、制御データまたはユーザプ
レーンデータを中継器に送信するためのリソースのセットを選択させるためのコードと、
少なくとも１つのコンピュータに、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するた
めに中継器を使用することにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の
基地局に通信させるためのコードとを有するコンピュータ可読媒体を含む、中継器を共同
でサービスするためのコンピュータプログラム製品が提供される。本コンピュータ可読媒
体は、少なくとも１つのコンピュータに、リソースのセット上で制御データまたはユーザ
プレーンデータを送信させるためのコードをさらに含む。
【００２７】
　その上、一態様では、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するために中継器
を使用することにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局に示
すための中継器リソース調整構成要素と、リソースのセット上で制御データまたはユーザ
プレーンデータを中継器に送信するためのデータ通信構成要素とを含む、中継器を共同で
サービスするための装置が提供される。
【００２８】
　上記および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十分に説
明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に、１
つまたは複数の態様のうちのいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理が用いられ得る様々な方法のほんのいくつかを示すものであ
り、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
　添付の図面とともに以下に説明する開示する態様は、開示する態様を限定するためでは
なく、開示する態様を例示するために与えられ、同様の表示は同様の要素を示す。
【図１】中継器を利用するための例示的なシステムを示す図。
【図２】デバイスと通信するために追加の基地局を用いるための例示的なシステムを示す
図。
【図３】中継器を共同でサービスするための例示的なシステムを示す図。
【図４】中継器支援を受信すべきかどうかを選択することを可能にする例示的なシステム
を示す図。
【図５】デバイスと通信するために追加の基地局を利用するための例示的なシステムを示
す図。
【図６】中継器を共同で利用するためにリソースを調整するための例示的なシステムを示
す図。
【図７】中継器から支援を受信すべきかどうかを選択する例示的な方法を示す図。
【図８】デバイスをサービスするために追加の基地局を用いる例示的な方法を示す図。
【図９】基地局がデバイスをサービスするのを支援するための例示的な方法を示す図。
【図１０】中継器を共同でサービスするための例示的な方法を示す図。
【図１１】中継器支援を受信すべきかどうかを選択するための例示的なモバイルデバイス
を示す図。
【図１２】中継器を利用するための例示的なシステムを示す図。
【図１３】中継器から支援を受信すべきかどうかを選択するための例示的なシステムを示
す図。
【図１４】デバイスをサービスするために追加の基地局を用いる例示的なシステムを示す
図。
【図１５】基地局がデバイスをサービスするのを支援する例示的なシステムを示す図。
【図１６】中継器を共同でサービスする例示的なシステムを示す図。
【図１７】本明細書に記載の様々な態様による例示的なワイヤレス通信システムを示す図
。
【図１８】本明細書で説明する様々なシステムおよび方法とともに用いられ得る例示的な
ワイヤレスネットワーク環境を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　次に、図面を参照しながら様々な態様について説明する。以下の記述では、説明の目的
で、１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記載する。
ただし、そのような（１つまたは複数の）態様は、これらの具体的な詳細なしに実施され
得ることは明らかであろう。
【００３１】
　本明細書でさらに説明するように、少なくとも部分的に中継器展開のために、デバイス
が制御チャネルおよびデータチャネルについて異なるチャネル状態を経験することがある
。したがって、チャネル状態に少なくとも部分的に基づいて、サービングセルからデバイ
スをサービスすべきなのか、および／または中継器からの支援を受けてまたは受けずにデ
バイスをサービスすべきなのかが決定され得る。たとえば、デバイスをサービスするため
に最大受信電力をもつサービングセルおよび／または中継器の構成が選択され得る。別の
例では、デバイスをサービスするための構成を決定するためにデータレートがプロジェク
トされ得る。
【００３２】
　その上、たとえば、デバイスは、中継器展開のために、制御チャネルについてしきい値
レベルを下回るチャネル状態を経験しながら、ユーザプレーンデータチャネルについてし
きい値レベルを超えるチャネル状態を経験することがある。たとえば、デバイスは、中継
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器およびサービング基地局からユーザプレーンデータを受信することがある。デバイスが
中継器の近くにあるが、サービング基地局からより遠くに離れている場合、上記の事例が
起こり得る。さらに、たとえば、中継器の近くにあるデバイスは、（たとえば、異なる基
地局が、サービング基地局よりもデバイスに近い場合）サービング基地局を介して異なる
基地局からしきい値レベルを上回る制御チャネル品質を経験することがある。したがって
、たとえば、サービング基地局は、デバイスが、中継器ユーザプレーンデータ送信から恩
恵を受けながら、改善された制御チャネル状態を経験することができるような方法でデバ
イスと通信するために、別の基地局（たとえば、サービング基地局よりもデバイスに近い
基地局）を用いることができる。したがって、一例では、デバイスは、ユーザプレーンデ
ータを中継器および／または基地局のうちの少なくとも１つと通信しながら、制御データ
を他の基地局と通信することができる。
【００３３】
　本出願で使用する「構成要素」、「モジュール」、「システム」などの用語は、限定は
しないが、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ、ソフ
トウェア、または実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関連のエンティティを含むも
のとする。たとえば、構成要素は、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピュータで
あり得るが、これらに限定されない。例として、コンピューティングデバイス上で実行さ
れるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方が構成要素であり得る
。１つまたは複数の構成要素がプロセスおよび／または実行スレッド内に常駐することが
でき、１つの構成要素が１つのコンピュータ上に配置され得、および／または２つ以上の
コンピュータ間に分散され得る。さらに、これらの構成要素は、様々なデータ構造を記憶
している様々なコンピュータ可読媒体から実行することができる。これらの構成要素は、
ローカルシステム、分散型システム内、および／または他のシステムとインターネットな
どのネットワーク上の別の構成要素と信号を介して情報をやり取りする１つの構成要素か
らのデータなど、１つまたは複数のデータパケットを有する信号によるなど、ローカルプ
ロセスおよび／またはリモートプロセスを介して通信し得る。
【００３４】
　さらに、本明細書では、ワイヤード端末またはワイヤレス端末とすることができる端末
に関する様々な態様について説明する。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、
加入者局、移動局、モバイル、モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、アクセス
端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、または
ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることもある。ワイヤレス端末は、セルラー電話、衛星電話
、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルルー
プ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘルドデ
バイス、コンピューティングデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他の処理デ
バイスであり得る。さらに、本明細書では基地局に関する様々な態様について説明する。
基地局は、（１つまたは複数の）ワイヤレス端末と通信するために利用され得、アクセス
ポイント、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、または何らかの他の用語で呼ばれるこ
ともある。
【００３５】
　さらに、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」
を意味するものとする。すなわち、別段に規定されていない限り、または文脈から明白で
ない限り、「ＸはＡまたはＢを用いる」という句は、自然な包括的置換のいずれかを意味
するものとする。すなわち、「ＸはＡまたはＢを用いる」という句は、ＸがＡを用いる場
合、ＸがＢを用いる場合、またはＸがＡとＢの両方を用いる場合のいずれによっても満た
される。さらに、本出願および添付の特許請求の範囲で使用する冠詞「ａ」および「ａｎ
」は、別段に規定されていない限り、または単数形を示すことが文脈から明白でない限り
、概して「１つまたは複数」を意味するものと解釈すべきである。
【００３６】
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　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡおよび他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システ
ム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシス
テムは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｕ
ＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎ
ｄ－ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。さらに
、ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭ
Ａシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロード
バンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗｉ
ＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を
実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅ
ｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　
Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡ
を用い、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを用いるＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの
リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、「３ｒｄ
　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称
する組織からの文書に記載されている。さらに、ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「３
ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰ
Ｐ２）と称する団体からの文書に記載されている。さらに、そのようなワイヤレス通信シ
ステムは、不対無資格スペクトル、８０２．ｘｘワイヤレスＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ
（登録商標）および任意の他の短距離または長距離ワイヤレス通信技法をしばしば使用す
るピアツーピア（たとえば、モバイルツーモバイル）アドホックネットワークシステムを
さらに含み得る。
【００３７】
　様々な態様または特徴は、いくつかのデバイス、構成要素、モジュールなどを含み得る
システムに関して提示される。様々なシステムは、追加のデバイス、構成要素、モジュー
ルなどを含んでもよく、および／または各図に関連して論じるデバイス、構成要素、モジ
ュールなどのすべてを含まなくてもよいことを理解および諒解されたい。これらの手法の
組合せも使用され得る。
【００３８】
　図１では、例示的なワイヤレス通信システム１００が、基地局から通信を受信する際に
中継器支援を利用すべきかどうかを決定することを可能にする。システム１００は、ワイ
ヤレスネットワークまたは他のサービスへのアクセスを受信するために基地局１０４（た
とえば、サービング基地局）によってサービスされるデバイス１０２を含むことができる
。システム１００は、基地局１０４のカバレージを増大させ、基地局１０４のデータレー
トを改善するなどのために、基地局１０４から受信した信号を送信することができる中継
器１０６をも含む。デバイス１０２は、ＵＥ、モデム（または他のテザーデバイス）、そ
の一部分、および／またはワイヤレスネットワークまたは他のサービスへのアクセスを受
信するために基地局と通信することができる実質的に任意のデバイスとすることができる
。基地局１０４は、マクロセル、フェムトセル、ピコセル、または同様の基地局、ｅＮＢ
、モバイル基地局、アドホックまたはピアツーピアモードで通信するデバイス、その一部
分など、あるいはワイヤレス接続上で別のデバイスにサービスを提供することができる実
質的に任意のデバイスとすることができる。中継器１０６は、ＬＴＥにおけるタイプＩＩ
中継器を含む、実質的に任意のタイプの中継器とすることができる。たとえば、ＬＴＥに
おけるタイプＩＩ中継器は、独立した制御データリソースをデバイスに割り当てることな
く機能する。むしろ、タイプＩＩ中継器は、基地局から信号を受信し、転送することがで
きる。したがって、タイプＩＩ中継器１０６から信号を受信するデバイス１０２は、ユー
ザプレーンデータのブーストされた受信を経験するが、基地局１０４のみからの制御デー
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タを受信する。
【００３９】
　一例によれば、デバイス１０２は、リンク１０８上で基地局１０４と通信することがで
き、リンク１０８は、基地局１０４とのダウンリンクおよび／またはアップリンクとする
ことができる。また、中継器１０６は、ダウンリンク１１０上で基地局１０４からダウン
リンク送信を受信することができ、ダウンリンク１１２上でダウンリンク送信を転送する
ことができる。一例では、デバイス１０２は、基地局１０４に加えて中継器１０６からダ
ウンリンク送信を受信すべきかどうか、および／またはサービング基地局として基地局１
０４を選択すべきかどうかを決定することができる。一例では、デバイス１０２は、基地
局１０４および中継器１０６のダウンリンク受信電力を決定すること、基地局１０４およ
び／または中継器１０６によってサービスされるレートをプロジェクトすることなどに少
なくとも部分的に基づいて、上記のことを決定することができる。たとえば、デバイス１
０２は、基地局１０４からの信号および中継器１０６からの信号のダウンリンク受信電力
（たとえば、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）など）を決定することができる。中
継器１０６からの信号のダウンリンク受信電力が、基地局１０４から受信した信号のダウ
ンリンク受信電力よりも大きい場合、デバイス１０２は、ワイヤレスネットワークにおい
て通信するために、基地局１０４からの信号に加えて中継器１０６からのダウンリンク信
号を受信することを決定することができる。場合によっては、デバイス１０２は、基地局
１０４のみからのダウンリンク信号を受信することを決定することができる。
【００４０】
　別の例では、デバイス１０２は、中継器１０６からの支援を利用すべきかどうかを決定
するために、リンク１０８の直接リンクレート、リンク１１２によって支援されるリンク
１０８の中継器リンクレート、および／またはリンク１１０のバックホールリンクレート
をプロジェクトする。本明細書で使用する「プロジェクト（project）」、「プロジェク
ト（projects）」または「プロジェクト（projecting）」という用語は、測定すること、
予測すること、または推定することのうちの１つまたは複数に関係することができる。こ
の例では、デバイス１０２は、基地局１０４の受信または決定されたジオメトリに少なく
とも部分的に基づいて（たとえば、受信信号強度などに基づいて）直接リンクレートをプ
ロジェクトすることができる。本明細書で使用する基地局の「ジオメトリ」という用語は
、基地局から受信した信号の信号品質に関係することができる。さらに、デバイス１０２
は、直接リンクレートと、バックホールリンクレートと、リンク１１２のアクセスリンク
レートとの関数として中継器リンクレートをプロジェクトすることができる。さらに、デ
バイス１０２は、効率ファクタを適用することによって、中継器リンクレートなど、リン
クレートのうちの１つまたは複数を調整することができる。デバイス１０２が、より高く
プロジェクトされたレートとしてリンク１０８の直接リンクレートを決定した場合、デバ
イス１０２は基地局１０４によってサービスされ得る。デバイス１０２が、より高くプロ
ジェクトされたレートとしてリンク１１２によって支援される直接リンク１０８の中継器
リンクレートを決定した場合、デバイス１０２は、中継器１０６の支援を受けて基地局１
０４によってサービスされ得る。さらに、たとえば、後者の場合、デバイス１０２は、基
地局１０４が、信頼できる制御データ通信を保証するために（たとえば、中継器支援を受
けずに）少なくとも最小しきい値ジオメトリを有すると決定することができることを諒解
されたい。
【００４１】
　次に図２を参照すると、関連する中継器を使用してデバイスと通信するために１つまた
は複数の基地局を利用することを可能にする例示的なワイヤレス通信システム２００が示
されている。システム２００は、ワイヤレスネットワークまたは他のサービスへのアクセ
スを受信するために基地局２０４（たとえば、サービング基地局）によってサービスされ
るデバイス２０２を含むことができる。システム２００は、デバイス２０２または他のデ
バイスに信号を中継することを行うために、基地局２０４から受信した信号を送信するこ
とができる中継器２０６をも含む。システム２００は、デバイス２０２が基地局２０８か
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ら信号を受信することができるように、デバイス２０２の範囲内にある別の基地局２０８
をも含む。説明したように、デバイス２０２は、ＵＥ、モデムなどとすることができ、基
地局２０４および２０８は、それぞれマクロセル、フェムトセル、ピコセル、または同様
の基地局、モバイル基地局、ｅＮＢなどとすることができ、中継器１０６は、ＬＴＥにお
けるタイプＩＩ中継器、または同様の中継器などとすることができる。
【００４２】
　一例によれば、デバイス２０２はリンク２１０上で基地局２０４と通信することができ
、リンク２１０は、基地局２０４とのダウンリンク通信および／またはアップリンク通信
に関係することができる。さらに、基地局２０４は、ダウンリンク２１２上で信号を送信
することができ、その信号は、中継器２０６によって受信され、ダウンリンク２１４上で
転送され得、デバイス２０２によって受信され得る。したがって、一例では、デバイス２
０２は、リンク２１０および／またはダウンリンク２１４上で基地局２０４に関係するダ
ウンリンク信号を受信することができる（たとえば、リンク２１０とリンク２１４の両方
を通じて合成信号を受信することができる）。これは、説明したように、中継器２０６を
使用することによって通信のスループットを改善することができる。また、デバイス２０
２は、リンク２１０上で制御データを基地局２０４と通信することができ、必ずしもそう
ではないが、中継器２０６と通信することができる。たとえば、基地局２０４へのリンク
２１０は、しきい値レベルを下回る信号品質を有することがある。しきい値レベルは、そ
れの信頼できる復号のための最小信号品質に関係することができる。したがって、たとえ
ば、リンク２１０上で受信される制御データ通信は、デバイス２０２における適切な復号
のためのしきい値レベルを下回ることがあるが、リンク２１０および２１４上で受信され
るユーザプレーンデータについての信号品質は、復号のためのしきい値レベルを上回るこ
とがある。信頼できる制御データがない場合、たとえば、デバイス２０２は、リンク２１
０およびダウンリンク２１４上で受信されるユーザプレーンデータを復号することが可能
でないことがあり、これは、中継器２０６の利点を低減することがある。さらに、デバイ
ス２０２は基地局２０８から信号を受信することができるが、この信号はさらに、ダウン
リンク２１０上で受信される信号と干渉することがある。
【００４３】
　一例では、基地局２０４とのユーザプレーンデータ通信のためのチャネル状態は、中継
器２０６の存在のために基地局２０８におけるユーザプレーンデータ通信のためのチャネ
ル状態よりも良好とすることができるが、制御データを報告するためのチャネル状態は、
中継器２０６がデバイス２０２から制御データを通信することを容易にできないので、基
地局２０８においてより良好とすることができる。この例では、基地局２０８は、デバイ
ス２０２と通信するのを支援するために用いられ得る。一例では、デバイス２０２は、単
一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）、多入力多出力（ＭＩＭＯ）などを使用して基地局２０
４および２０８によって共同でサービスされ得る。この構成では、たとえば、基地局２０
４および２０８は、デバイス２０２に、共通の制御データリソース上で制御データを与え
、共通のユーザプレーンリソース上で（たとえば、リンク２１０および２１８上で）ユー
ザプレーンデータを与えるなど、ＳＦＮ、ＭＩＭＯなどを実現することを行うために、随
意のバックホールリンク２１６上で通信することができる。この例では、中継器２０６は
依然として動作可能であり、ダウンリンク２１２上でユーザプレーンデータを受信し、ダ
ウンリンク２１４上でそのユーザプレーンデータを転送することができる。さらに、基地
局２０４および２０８は、ユーザプレーンデータリソースに関する制御データを受信する
ための共通のアップリンク制御データリソースをデバイス２０２に与え、それは、制御デ
ータリソースのための信号品質がしきい値レベルを上回るまで改善することができる。
【００４４】
　別の例では、基地局２０４は、デバイス２０２をサービスするために基地局２０８を用
いることができる。この例では、基地局２０８およびデバイス２０２がリンク２１８上で
制御データとユーザプレーンデータとを通信するように、基地局２０８は、実際にリンク
２１８上でデバイス２０２をサービスすることができる。一例では、基地局２０８は、中
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継器２０６から恩恵を受けるように、リソース上でデバイス２０２をスケジュールするこ
とができる。これは、バックホールリンク２１６上で基地局２０４と基地局２０８との間
でリソースを調整することを含むことができる。たとえば、基地局２０４は、デバイス２
０２に割り当てるためのリソースを基地局２０８に対して指定することができる。追加ま
たは代替例では、基地局２０８は、基地局２０８がユーザプレーンデータをデバイス２０
２に通信するリソースを基地局２０４に示すことができる。いずれの場合も、基地局２０
８は、デバイス２０２に送信されるべきユーザプレーンデータを基地局２０４に示すこと
ができ、したがって、基地局２０４は、基地局２０８と調整された、受信または指定され
たリソース上でユーザプレーンデータを通信することができ、基地局２０８は、中継器２
０６にダウンリンク２１２上でユーザプレーンデータを受信させ、さらにダウンリンク２
１４上でユーザプレーンデータを転送させることができる。
【００４５】
　いずれの例でも、基地局２０８は、依然として、中継器２０６がデバイス２０２へのユ
ーザプレーンデータ通信を増大させることを可能にする間、制御データをデバイス２０２
と通信することを可能にするために利用される。いずれの例でも、リンク２１０上で送ら
れる制御データに関するチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）をリンク２１０上で受信す
ること、しきい値レベルを下回る信号品質のために、リンク２１０上の制御データのため
の制御データまたはユーザプレーンデータのための制御データを受信しないこと、リンク
２１０上で信頼できない制御データ信号を受信することなどのうちの少なくとも１つに少
なくとも部分的に基づいて、基地局２０４は、ＳＦＮ、ＭＩＭＯなどを使用してデバイス
２０２と通信するために、またはデバイス２０２をサービスするために基地局２０８を用
いることを決定することができる。
【００４６】
　図３を参照すると、デバイスへの通信を増大させるために中継器を利用する複数の基地
局を可能にする例示的なワイヤレス通信システム３００が示されている。システム３００
は、ワイヤレスネットワークまたは他のサービスへのアクセスを受信するために基地局３
０４（たとえば、サービング基地局）によってサービスされるデバイス３０２を含むこと
ができる。システム３００は、説明したように、デバイス３０２または他のデバイスに信
号を中継することを行うために、基地局３０４から受信した信号を送信することができる
中継器３０６をも含む。システム３００は、デバイス３０２が基地局３０８から信号を受
信することができるように、デバイス３０２の範囲内にある別の基地局３０８をも含む。
説明したように、デバイス３０２は、ＵＥ、モデム（または他のテザーデバイス）などと
することができ、基地局３０４および３０８は、それぞれマクロセル、フェムトセル、ピ
コセル、または同様の基地局、ｅＮＢ、モバイル基地局、アドホックまたはピアツーピア
モードで通信するデバイスなどとすることができ、中継器３０６は、ＬＴＥにおけるタイ
プＩＩ中継器などとすることができる。
【００４７】
　この例では、図１～図２と同様に、中継器３０６が（１つまたは複数のデバイスによっ
て共有されるリソースに対応することができる）ダウンリンク３１０上で基地局３０４か
ら信号を受信することができるように、中継器３０６は基地局３０４によってサービスさ
れ得、デバイス３０２などの１つまたは複数のデバイスにおいて受信をブーストするため
に、ダウンリンク３１２上で受信された信号を送信することができる。さらに、中継器３
０６は、ダウンリンク３１４が中継器３０６においてしきい値レベルを超えるチャネル状
態を示す場合にダウンリンク３１４上で基地局３０８から信号を受信することができ、１
つまたは複数のデバイスによる受信のためにダウンリンク３１２上で信号を転送すること
ができる。基地局３０４と基地局３０８の両方から信号を中継することを可能にするため
に、中継器３０６は、ダウンリンク３１２上でそこからユーザプレーンデータを通信する
ために基地局３０４および３０８の制御チャネルを（たとえば、同時に、時分割多重（Ｔ
ＤＭ）ベースなどで）モニタすることができる。一例では、基地局３０４および３０８は
、バックホールリンク３１８上で中継器３０６を使用するためのリソースをネゴシエート
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することができる。
【００４８】
　この点について、中継器３０６が２つ以上の基地局によってサービスされ得る場合には
、中継器３０６は、図１に記載されているように、改善されたユーザプレーンデータ通信
をデバイス３０２に与えるためにそのようにすることができる。たとえば、デバイス３０
２は、中継器３０６を介して基地局３０４からユーザプレーン通信のためのしきい値を上
回るチャネル状態を経験しながら、基地局３０４との制御データ通信のためのしきい値を
下回るチャネル状態を経験することがある。一例では、デバイス３０２は、中継器３０６
からリンク３１２上でそこからユーザプレーンデータ通信を受信することに少なくとも部
分的に基づいて、基地局３０８が制御データとユーザプレーンデータの両方にとってより
良好なチャネル状態を有すると決定することができ、したがって、デバイス３０２は基地
局３０８との通信を開始し、および／または基地局３０８にハンドオーバされ得る。別の
例では、上記で説明したように、基地局３０８がバックホールリンク３１８上でそうする
ことを要求すること、基地局３０８がデバイス３０２と通信すべきリソースを指定するこ
と、基地局３０８が中継器３０６の利用を可能にするデバイス３０２と通信するためのリ
ソースを選択すべきであることを示すことなどによって、基地局３０４は、デバイス３０
２をサービスするために基地局３０８を用いることができる。いずれの場合も、中継器３
０６は、異なる時間期間中に基地局３０４と基地局３０８の両方から信号を受信すること
ができ、ダウンリンク３１２上で信号を送信することができる。さらに別の例では、基地
局３０４および／または３０８は、いずれかの基地局から中継器３０６への制御データを
受信するためのリソースを示すことができ、中継器３０６は、指示に従ってリソース間で
切り替わることができる。
【００４９】
　図４を参照すると、サービングセルを選択することを可能にする例示的なワイヤレス通
信システム４００が示されている。システム４００は、ワイヤレスネットワークまたは他
の通信サービスへのアクセスを受信するために基地局４０４と通信するデバイス４０２を
含むことができる。デバイス４０２はまた、場合によっては、説明したように、基地局４
０４から改善されたデータアクセスを受信するために、中継器４０６と通信することがで
きる。説明したように、デバイス４０２は、ＵＥ、モデムなどとすることができ、基地局
４０４は、マクロセル、フェムトセル、ピコセル、または同様の基地局、モバイル基地局
、ｅＮＢなどとすることができ、中継器４０６は、ＬＴＥにおけるタイプＩＩ中継器、ま
たは同様の中継器とすることができる。
【００５０】
　デバイス４０２は、基地局および中継器から受信した信号の電力を測定する随意の受信
電力決定構成要素４０８と、１つまたは複数のリンクのデータレートを推定するための随
意のリンクレートプロジェクト構成要素４１０と、決定された受信電力および／またはプ
ロジェクトされたリンクレートに少なくとも部分的に基づいて信号を受信するためのサー
ビングセルおよび／または中継器を決定するサービングセル決定構成要素４１２とを備え
ることができる。さらに、リンクレートプロジェクト構成要素４１０は、１つまたは複数
のリンクに対応するリンクレートを受信するかまたは場合によっては決定するリンクレー
ト受信構成要素４１４と、基地局との直接リンクのリンクレートを見分ける直接リンクレ
ート決定構成要素４１６と、中継器との別のリンクによって支援される基地局とのリンク
のリンクレートを見分ける中継器リンクレート決定構成要素４１８とを随意に備えること
ができる。
【００５１】
　一例によれば、受信電力決定構成要素４０８は、基地局４０４の受信信号電力（たとえ
ば、ＲＳＳＩ）と中継器４０６の受信信号電力とを測定することができる。一例では、デ
バイス４０２は、デバイス４０２において最高信号品質を有するものとして基地局４０４
を決定することに少なくとも部分的に基づいて、サービング基地局として基地局４０４を
選択することができる。基地局４０４が中継器４０６を介して（たとえば、一例では、少
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なくともしきい値レベルだけ）改善された受信信号電力を有する場合、サービングセル決
定構成要素４１２は、中継器４０６からの支援を受けずにダウンリンク通信を受信するた
めに基地局４０４を選択することを決定することができる。中継器４０６が基地局４０４
を介して（たとえば、少なくともしきい値レベルだけ）改善された受信信号電力を有する
場合、サービングセル決定構成要素４１２は、中継器４０６からの支援を受けてダウンリ
ンク通信を受信するために基地局４０４を選択することができる。
【００５２】
　別の例では、リンクレートプロジェクト構成要素４１０は、サービングセル構成を決定
するために、基地局４０４への直接リンクについてのリンクレートと、中継器４０６によ
って支援される基地局４０４への中継器リンクについてのリンクレートとを計算すること
ができる。この例では、直接リンクレート決定構成要素４１６および／または中継器リン
クレート決定構成要素４１８は１つまたは複数のリンクレートをプロジェクトすることが
できる。たとえば、直接リンクレート決定構成要素４１６は、基地局４０４のジオメトリ
を決定することに少なくとも部分的に基づいて（たとえば、信号品質などに少なくとも部
分的に基づいて）、基地局４０４への直接リンクのリンクレートを計算することができる
。さらに、たとえば、中継器リンクレート決定構成要素４１８は、デバイス４０２と中継
器４０６との間の直接リンクのアクセスリンクレートを決定すること、デバイス４０２と
中継器４０６との間のアクセスリンクによって支援される、デバイス４０２と基地局４０
４との間の直接リンクのコンポジットリンクレート（composite link rate）を決定する
こと、基地局４０４と中継器４０６との間のリンクについてのバックホールリンクレート
を受信することなどのうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいて中継器リンク
レートを計算することができる。たとえば、リンクレート受信構成要素４１４は、基地局
４０４、中継器４０６などからバックホールリンクレートを受信することができる。
【００５３】
　特定の例では、上記で説明したように、リンクレート受信構成要素４１４がバックホー
ルリンクレートを取得し、中継器リンクレート決定構成要素４１８が、中継器４０６の支
援を受けない基地局４０４からの第１のＨＡＲＱ送信のレートとして直接リンクレートを
計算し、中継器リンクレート決定構成要素４１８が、直接リンクレートと（中継器４０６
の支援を受けた基地局４０４からの第２のＨＡＲＱ送信を表すことができる）アクセスリ
ンクレートとの組合せとしてコンポジットリンクレートを計算した場合、中継器リンクレ
ート決定構成要素４１８は、以下の関数、ＭＩＮ（０．５＊バックホールリンクレート，
０．５＊（直接リンクレート＋コンポジットリンクレート））に少なくとも部分的に基づ
いて中継器リンクレートをプロジェクトすることができる。たとえば、レートは、デバイ
ス４０２が通信を基地局４０４に送ることと、第１のＨＡＲＱ送信を受信することとの間
のタイミング、第１のＨＡＲＱ送信を受信することと、第２のＨＡＲＱ送信を受信するこ
ととの間のタイミングなどに関係することができる。
【００５４】
　さらに、たとえば、中継器リンクレート決定構成要素４１８は、中継器４０６を使用す
ることに基づいてスペクトル効率の低下を考慮する効率ファクタによって、プロジェクト
された中継器リンクレートを調整することができる。いずれの場合も、サービングセル決
定構成要素４１２は、説明したように、基地局４０４からダウンリンク信号を受信するこ
とを決定し、プロジェクトされた直接リンクレートがプロジェクトされた中継器リンクレ
ートよりも大きいかどうかに少なくとも部分的に基づいて、中継器４０６によって支援さ
れるべきかどうかを決定することができる。さらに、サービングセル決定構成要素４１２
がプロジェクトされた中継器リンクレートがプロジェクトされた直接リンクレートよりも
大きいと決定した場合、サービングセル決定構成要素４１２は、プロジェクトされた直接
リンクレートが、基地局４０４との信頼できる制御データ通信を保証するために少なくと
もしきい値レベルにあると決定することができる。プロジェクトされた直接リンクレート
がしきい値レベルにない場合、サービングセル決定構成要素４１２は、デバイス４０２を
サービスするために他のセルを評価することができる。
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【００５５】
　図５を参照すると、デバイスをサービスするために別の基地局を用いるための例示的な
ワイヤレス通信システム５００が示されている。システム５００は、ワイヤレスネットワ
ークまたは他のサービスへのアクセスを受信するために基地局５０４（たとえば、サービ
ング基地局）によってサービスされるデバイス５０２を備える。システム５００は、説明
したように、デバイス５０２または他のデバイスに信号を中継することを行うために、基
地局５０４から受信した信号を送信することができる中継器５０６をも含む。システム５
００は、デバイス５０２が基地局５０８から信号を受信することができるように、デバイ
ス５０２の範囲内にある別の基地局５０８をも含む。説明したように、デバイス５０２は
、ＵＥ、モデム（または他のテザーデバイス）などとすることができ、基地局５０４およ
び５０８は、それぞれマクロセル、フェムトセル、ピコセル、または同様の基地局、ｅＮ
Ｂ、モバイル基地局、アドホックまたはピアツーピアモードで通信するデバイスなどとす
ることができ、中継器５０６は、ＬＴＥにおけるタイプＩＩ中継器などとすることができ
る。
【００５６】
　基地局５０４は、デバイスから１つまたは複数のＣＱＩ値を取得するためのＣＱＩ受信
構成要素５１０と、ＣＱＩ値に少なくとも部分的に基づいてデバイスと通信するための別
の基地局を活用する基地局採用構成要素５１２と、ダウンリンク上でユーザプレーンデー
タを送信することができるデータ通信構成要素５１４とを備えることができる。基地局採
用構成要素５１２は、ＳＦＮ／ＭＩＭＯでデバイスに通信するためのリソースを調整する
ために他の基地局と対応することができる随意のＳＦＮ／ＭＩＭＯ構成要素５１６と、デ
バイスに与えるための、および／またはデバイスと通信するためのリソースのセットを指
定するための、制御データとユーザプレーンデータとを他の基地局に送信することができ
る随意の制御／データ転送構成要素５１８と、他の基地局から、デバイスに通信するため
のデータを取得する随意のデータ受信構成要素５２０とを備えることができる。
【００５７】
　基地局５０８は、ＳＦＮ／ＭＩＭＯでデバイスに通信するためのリソースを別の基地局
と調整する随意のＳＦＮ／ＭＩＭＯ構成要素５２２と、他の基地局から、デバイスに通信
するための制御データおよび／またはユーザプレーンデータを取得する随意の制御／デー
タ受信構成要素５２４と、他の基地局の要求時にデバイスにリソースを割り振る随意のリ
ソース割当て構成要素５２６とを備えることができる。基地局５０８はまた、さらにデバ
イスに通信するためのデータを他の基地局に与える随意のデータ転送構成要素５２８と、
デバイスに制御データおよび／またはユーザプレーンデータを送信するデータ通信構成要
素５３０とを備えることができる。基地局５０４は、同様の機能を提供するために基地局
５０８の構成要素を備えることができ、および／またはその逆も同様であることを諒解さ
れたい。
【００５８】
　一例によれば、説明したように、デバイス５０２は、そこから受信された信号の品質に
少なくとも部分的に基づいてサービング基地局として基地局５０４を選択することができ
る。一例では、中継器５０６は、基地局５０４が、基地局５０４からデバイス５０２に信
号を中継するのを支援することができる。一例では、デバイス５０２は、中継器５０６に
よって転送される信号に関係することもあるダウンリンク信号の品質に少なくとも部分的
に基づいてサービング基地局として基地局５０４を選択することができる。したがって、
この例では、説明したように、基地局５０４の制御チャネル状態は、ユーザプレーンチャ
ネル状態に比較して損なわれ得る。別の例では、デバイス５０２が離れるにつれて制御チ
ャネル状態が劣化するように、デバイス５０２は基地局５０４からさらに移動することが
ある。いずれの場合も、デバイス５０２は、説明したように、依然として中継器５０６か
らの支援に基づいてしきい値レベルを上回るユーザプレーンデータチャネル状態を経験す
ることができる。さらに、一例では、基地局５０８からの信号が、中継器支援を受けない
場合に基地局５０４からの信号（たとえば、制御データ信号）よりも良好な品質であるよ
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うに、デバイス５０２は基地局５０８の範囲内にあるとすることができる。
【００５９】
　この例では、デバイス５０２は、制御チャネル上でＣＱＩを基地局５０４に報告するこ
とができる。たとえば、基地局５０４は、ＬＴＥなどにおける物理アップリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）など、ＣＱＩを報告するための制御チャネルリソースをデバイス５０
２に与えることができるＣＱＩ受信構成要素５１０は、基地局５０４によって与えられる
ユーザプレーンデータチャネル（たとえば、ＬＴＥにおける物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ））、基地局によって与えられる制御チャネル（たとえば、ＬＴＥにおけ
る物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ））などに関するチャネル状態に関係する
ことができるＣＱＩをデバイス５０２から取得することができる。たとえば、基地局採用
構成要素５１２は、報告されたＣＱＩに少なくとも部分的に基づいてデバイス５０２と通
信するために別の基地局を利用すべきかどうかを決定することができる。
【００６０】
　一例では、制御チャネルのためのＣＱＩがしきい値レベルを下回り、ユーザプレーンデ
ータチャネルのためのＣＱＩがしきい値レベルを上回る場合、基地局採用構成要素５１２
は、上記のことを決定することができる。この例では、デバイス５０２は、中継器５０６
の支援のためにしきい値レベルを上回るユーザプレーンデータチャネル状態を経験する。
しかしながら、デバイス５０２は、別の基地局との改善された制御チャネル状態を経験し
得る。したがって、説明したように、基地局採用構成要素５１２は、少なくとも制御デー
タをデバイス５０２と通信するために別の基地局を利用することを決定することができる
。一例では、基地局採用構成要素５１２は、（たとえば、ハンドオーバに関係する）デバ
イス５０２から受信した測定報告に少なくとも部分的に基づいて、基地局５０８として他
の基地局を決定することができる。さらに、たとえば、基地局５０４および５０８は、Ｌ
ＴＥにおけるＸ２インターフェースまたは同様のインターフェース上で互いと通信するこ
とができる。
【００６１】
　一例では、ＳＦＮ／ＭＩＭＯ構成要素５１６は、ＳＦＮ／ＭＩＭＯ上でデバイス５０２
と通信するための制御データリソースとユーザプレーンデータリソースとを調整するため
にバックホール接続上で基地局５０８と通信することができる。この例では、ＳＦＮ／Ｍ
ＩＭＯ構成要素５２２は、デバイス５０２とのＳＦＮ／ＭＩＭＯ通信のためのリソースを
調整するために基地局５０４と同様に通信することができる。調整されたリソースに少な
くとも部分的に基づいて、データ通信構成要素５１４およびデータ通信構成要素５３０は
、デバイス５０２にユーザプレーンデータおよび／または制御データを送信し、そこから
通信をＳＦＮ／ＭＩＭＯで受信することができる。さらに、中継器５０６は、データ通信
構成要素５１４からユーザプレーンデータ通信を受信することができ、デバイス５０２に
おいてユーザデータプレーン受信をブーストするためにユーザプレーンデータ通信を転送
することができる。この点について、デバイス５０２は、基地局５０８もデバイス５０２
に制御データを通信しているので、しきい値レベルを上回る制御チャネル状態を経験する
ことができ、ならびに基地局５０４、基地局５０８、および／または中継器５０６がユー
ザプレーンデータをすべてデバイス５０２に送信することができるので、しきい値レベル
を上回るユーザプレーンデータチャネル状態を経験することができる。
【００６２】
　別の例では、基地局採用構成要素５１２は、基地局５０８がデバイス５０２をサービス
するように要求することを決定することができる。一例では、制御／データ転送構成要素
５１８は、この点について、デバイス５０２に関係する制御データおよび／またはユーザ
プレーンデータを基地局５０８に与えることができる。制御／データ受信構成要素５２４
は制御データおよび／またはユーザプレーンデータを取得することができる。一例では、
制御／データ転送構成要素５１８は、ユーザプレーンデータまたは制御データと、ユーザ
プレーンデータまたは制御データをデバイス５０２に送信するためのリソースの指示とを
基地局５０８に与える。この例では、制御／データ受信構成要素５２４は、ユーザプレー
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ンデータまたは制御データとリソースの指示とを取得することができる。リソース割当て
構成要素５２６はデバイス５０２にリソースを割り振ることができ、データ通信構成要素
５３０は、リソース上でユーザプレーンデータまたは制御データをデバイス５０２に送信
することができる（また、たとえば、データ通信構成要素５１４および／または中継器５
０６は、同様のリソース上で同じユーザプレーンデータまたは制御データをデバイス５０
２に送信することができる）。この例では、制御／データ転送構成要素５１８および制御
／データ受信構成要素５２４は、リソース割当ておよび関係するデータを調整することが
でき、したがって、中継器５０６は、基地局５０４がユーザプレーンデータまたは制御デ
ータをデバイス５０２に送信するのを支援することができ、デバイス５０２は、関係する
制御データを基地局５０８に送信することができる。さらに、たとえば、制御／データ受
信構成要素５２４は、（たとえば、制御データがリソース割当てに関係する場合）デバイ
ス５０２に与えるために受信された制御データを復号することに少なくとも部分的に基づ
いて、ユーザプレーンデータまたは制御データを送信するためのリソースを決定すること
ができることを諒解されたい。
【００６３】
　その上、たとえば、制御／データ転送構成要素５１８は、デバイス５０２のために基地
局５０８に示唆されたリソース割振りを与えることができる。この例では、リソース割当
て構成要素５２６は、デバイス５０２に示唆されたリソースを割り当てるか、または場合
によってはデバイス５０２に割り当てるためのリソースを基地局５０４とネゴシエートす
ることができる。その後、データ通信構成要素５３０は、制御データリソース上でユーザ
プレーンデータをデバイス５０２に送信することができる。さらに、データ転送構成要素
５２８はユーザプレーンデータを基地局５０４に与えることができ、データ受信構成要素
５２０はそのデータを取得することができ、データ通信構成要素５１４は同様のリソース
上でそのデータを送信することができる。さらに、データ通信構成要素５３０は、デバイ
ス５０２からリソースに関する制御データを受信することができることを諒解されたい。
この点について、たとえば、リソース割当て構成要素５２６は、（たとえば、受信した制
御データに基づいて）リソースのどんな変更も基地局５０４とネゴシエートすることがで
きる。
【００６４】
　図６を参照すると、複数の基地局から信号を転送するために中継器を利用することを可
能にする例示的なワイヤレス通信システム６００が示されている。システム６００は、ワ
イヤレスネットワークまたは他のサービスへのアクセスを受信するために基地局６０４（
たとえば、サービング基地局）によってサービスされるデバイス６０２を備える。システ
ム６００は、説明したように、デバイス６０２または他のデバイスに信号を中継すること
を行うために、基地局６０４および／または基地局６０８から受信した信号を送信するこ
とができる中継器６０６をも含む。システム６００は、デバイス６０２が基地局６０８か
ら信号を受信することができるように、デバイス６０２の範囲内にある別の基地局６０８
をも含む。説明したように、デバイス６０２は、ＵＥ、モデム（または他のテザーデバイ
ス）などとすることができ、基地局６０４および６０８は、それぞれマクロセル、フェム
トセル、ピコセル、または同様の基地局、ｅＮＢ、モバイル基地局、アドホックまたはピ
アツーピアモードで通信するデバイスなどとすることができ、中継器６０６は、ＬＴＥに
おけるタイプＩＩ中継器などとすることができる。
【００６５】
　基地局６０４および６０８は、ワイヤレスネットワークにおいて転送するための中継器
に、その間に信号を送信するためのリソースをネゴシエートすることができる中継器リソ
ース調整構成要素６１０および６１４を備えることができる。これは、リソースの指示を
基地局６０８に送信する中継器リソース調整構成要素６１０と、中継器６０６と通信する
ために示されたリソースを割り当てることを回避する中継器リソース調整構成要素６０８
とを含むことができる。いずれの場合も、データ通信構成要素６１２および６１６は、中
継器あるいは１つまたは複数の他のデバイスによる受信のために信号を送信することがで
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きる。中継器６０６は、複数の基地局からの制御情報をモニタするためのリソースを割り
振ることができる制御リソースモニタ構成要素６１８と、制御情報に基づいて複数の基地
局からユーザプレーンダウンリンクデータ信号を取得するデータ受信構成要素６２０と、
ワイヤレスネットワークにおいて取得されたダウンリンクユーザプレーンデータ信号を転
送することができるデータ通信構成要素６２２とを含むことができる。
【００６６】
　一例によれば、データ通信構成要素６１２および６１６は、ユーザプレーンデータおよ
び／または制御データを備えるダウンリンク信号を送信することができる。制御リソース
モニタ構成要素６１８は、ＴＤＭなどを使用して、基地局６０４および６０８から別々に
制御データ信号を受信することができる。受信した制御データ信号に少なくとも部分的に
基づいて、データ受信構成要素６２０は、所与の時点において基地局６０４または基地局
６０８からユーザプレーンデータ信号を取得することができ、データ通信構成要素６２２
は、ユーザプレーンデータ信号を転送することができる。さらに、この点について、中継
器リソース調整構成要素６１０および６１４は、説明したように、リソース間の直交性を
保証するために、基地局６０４および基地局６０８がそれぞれ、中継器６０６の支援を利
用するために送信することができるリソースをネゴシエートすることができる。したがっ
て、デバイス６０２は、基地局６０４および６０８から中継器６０６の支援のためにしき
い値レベルを超える信号品質を有する信号を受信した場合、デバイス６０２は、制御デー
タ状態に基づいてサービング基地局を選択することができる。別の例では、データ通信構
成要素６１２および／または６１６は、基地局６０４および／または６０８が制御データ
を中継器６０６に送信するリソースを示すことができる。データ受信構成要素６２０は指
示を取得することができ、したがって、制御リソースモニタ構成要素６１８は、その指示
に従って基地局６０４および６０８から制御データを受信するためにリソース間で切り替
えることができる。
【００６７】
　図７～図１０を参照すると、ワイヤレス通信において中継器を利用することに関する例
示的な方法が示されている。説明を簡単にするために、方法を一連の行為として図示し説
明するが、いくつかの行為は、１つまたは複数の実施形態によれば、本明細書で図示し説
明する順序とは異なる順序で、および／または他の行為と同時に行われるので、方法は行
為の順序によって限定されないことを理解および諒解されたい。たとえば、方法は、状態
図など、一連の相互に関係する状態またはイベントとして代替的に表現され得ることを諒
解されたい。さらに、１つまたは複数の実施形態による方法を実施するために、図示のす
べての行為が必要とされるわけではない。
【００６８】
　図７を参照すると、中継器支援を利用すべきかどうかを決定することを可能にする例示
的な方法７００が示されている。７０２において、基地局に関係する１つまたは複数のパ
ラメータを決定する。たとえば、１つまたは複数のパラメータは、説明したように、基地
局のデータリンクレート、基地局のジオメトリなどに関係することができ、１つまたは複
数のパラメータを受信すること、他の受信したパラメータから１つまたは複数のパラメー
タをプロジェクトすることなどに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。７０４にお
いて、基地局を支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータを決定
する。１つまたは複数の異なる通信パラメータは、説明したように、１つまたは複数の通
信パラメータと同様とすることができ、および／または中継器におけるバックホールリン
クレート、中継器と基地局とのコンポジットデータリンクレートなどを含むことができる
。その上、説明したように、効率ファクタが、中継器通信に基づいて１つまたは複数の異
なる通信パラメータに適用され得る。７０６において、パラメータを比較することに少な
くとも部分的に基づいて、中継器からの支援を受けてまたは受けずに基地局から信号を受
信することを選択する。したがって、説明したように、決定またはプロジェクトされた基
地局とのリンクレートが少なくとも中継器のリンクレートよりも大きいしきい値内にある
場合、基地局は、中継器支援などを受けずに利用され得る。



(20) JP 6537954 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

【００６９】
　図８を参照すると、デバイスをサービスするために追加の基地局を利用すべきかどうか
を決定することを可能にする例示的な方法８００が示されている。８０２において、デバ
イスから、チャネルリソースのセットに関係するＣＱＩとチャネルリソースの異なるセッ
トに関係する異なるＣＱＩとを受信する。説明したように、ＣＱＩはユーザプレーンデー
タチャネルリソースのセットに関係することができ、異なるＣＱＩは、制御チャネルリソ
ースのセットに関係することができる。ＣＱＩおよび異なるＣＱＩは、中継器からユーザ
プレーンデータチャネルリソース上で信号をさらに受信することに少なくとも部分的に基
づいて異なることがある。したがって、８０４において、ＣＱＩがしきい値レベルを上回
り、異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ると決定する。８０６において、ＣＱＩ
がしきい値レベルを上回り、異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ることに少なく
とも部分的に基づいて、デバイスと通信するための追加の基地局を利用する。たとえば、
追加の基地局を利用することは、説明したように、追加の基地局とＳＦＮおよび／または
ＭＩＭＯリソースを調整すること、（たとえば指定されたリソース上で）デバイスをサー
ビスするために追加の基地局を用いることなどを含むことができる。
【００７０】
　図９に、基地局がデバイスをサービスするのを支援するための例示的な方法９００を示
す。９０２において、基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、制御データ
またはユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信する。データおよ
びリソースの指示は、たとえば、Ｘ２インターフェース上で受信され得る。さらに、一例
では、リソースの指示は、制御データまたは対応するデバイスを対象とする他の制御デー
タの少なくとも一部分を復号することに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。９０
４において、リソース上で基地局とともに制御データまたはユーザプレーンデータを送信
する。
【００７１】
　図１０を参照すると、中継器を利用するためのリソースを調整するための例示的な方法
１０００が示されている。１００２において、制御データまたはユーザプレーンデータを
中継器に送信するためのリソースのセットを選択する。リソースのセットは、たとえば、
構成、ネットワーク規格、ハードコーディングなどに少なくとも部分的に基づいて選択さ
れ得る。１００４において、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するために中
継器を使用することにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局
に示す。説明したように、たとえば、リソースのセットは、一連のメッセージを使用して
追加の基地局とネゴシエートされ得る。１００６において、リソースのセット上で制御デ
ータまたはユーザプレーンデータを中継器に送信する。したがって、中継器が追加の基地
局と共有され得る。
【００７２】
　１つまたは複数の本明細書で説明する態様によれば、説明したように、リンクレートを
プロジェクトすること、中継器支援を使用すべきか否かを決定すること、デバイスと通信
するための別の基地局を用いるべきかどうかを決定すること、デバイスおよび／または中
継器と通信するためのリソースをネゴシエートすることなどに関して、推論が行われ得る
。本明細書で使用する「推論する」または「推論」という用語は、概して、事象および／
またはデータを介して捕捉された観察のセットから、システム、環境、および／またはユ
ーザの状態について推理する、またはその状態を推論するプロセスを指す。推論は、特定
のコンテキストまたはアクションを識別するために用いられ得、あるいは、たとえば、状
態の確率分布を生成することができる。推論は、確率的、すなわち、データおよび事象の
考察に基づく当該の状態の確率分布の計算とすることができる。推論は、事象および／ま
たはデータのセットからより高いレベルの事象を構成するために用いられる技法を指すこ
ともある。そのような推論から、事象が時間的に近接して相関するか否かにかかわらず、
および事象およびデータが１つまたは複数の事象およびデータの発生源に由来するかどう
かにかかわらず、観測された事象および／または記憶された事象データのセットから新し
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い事象または動作が構成される。
【００７３】
　図１１は、中継器支援を受信すべきかどうかを選択することを可能にするモバイルデバ
イス１１００の図である。モバイルデバイス１１００は、たとえば受信アンテナ（図示せ
ず）から信号を受信する受信機１１０２を備え、受信信号に対して典型的な動作（たとえ
ば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバートなど）を行い、サンプルを得るために調整さ
れた信号をデジタル化する。受信機１１０２は、受信されたシンボルを復調し、チャネル
推定のためにプロセッサ１１０６に供給することができる復調器１１０４を備えることが
できる。プロセッサ１１０６は、受信機１１０２によって受信された情報の分析および／
または送信機１１０８による送信のための情報の生成に専用のプロセッサ、モバイルデバ
イス１１００の１つまたは複数の構成要素を制御するプロセッサ、ならびに／あるいは受
信機１１０２によって受信された情報の分析、送信機１１０８による送信のための情報の
生成、およびモバイルデバイス１１００の１つまたは複数の構成要素の制御を行うプロセ
ッサとすることができる。
【００７４】
　モバイルデバイス１１００は、さらに、メモリ１１１０を備えることができ、メモリ１
１１０は、プロセッサ１１０６に動作可能に結合され、送信すべきデータ、受信されたデ
ータ、利用可能なチャネルに関係する情報、分析された信号および／または干渉強度に関
連するデータ、割当てチャネル、電力、レートなどに関係する情報、ならびにチャネルを
推定し、そのチャネルを介して通信するための他の適切な情報を記憶することができる。
メモリ１１１０は、さらに（たとえばパフォーマンスベース、容量ベースなどの）チャネ
ルの推定および／または利用に関連するプロトコルおよび／またはアルゴリズムを記憶す
ることができる。
【００７５】
　本明細書で説明するデータストア（たとえばメモリ１１１０）は、揮発性メモリもしく
は不揮発性メモリとすることができ、または揮発性メモリと不揮発性メモリの両方を含む
ことができることを諒解されたい。限定ではなく例として、不揮発性メモリは、読取り専
用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的プログラマブルＲＯＭ
（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、またはフラッ
シュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモリとして動作する
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。限定ではなく例として、ＲＡＭ
は、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲ
ＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張ＳＤＲＡＭ（ＥＳ
ＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およびダイレクトランバスＲＡＭ
（ＤＲＲＡＭ（登録商標））など、多くの形態が利用可能である。主題のシステムおよび
方法のメモリ１１１０は、これらおよび他の適切なタイプのメモリを、それらに限定され
ることなく、備えるものとする。
【００７６】
　プロセッサ１１０６は、さらに、場合によっては、受信電力決定構成要素４０８と同様
とすることができる受信電力決定構成要素１１１２、リンクレートプロジェクト構成要素
４１０と同様とすることができるリンクレートプロジェクト構成要素１１１４、またはサ
ービングセル決定構成要素４１２と同様とすることができるサービングセル決定構成要素
１１１６に動作可能に結合され得る。モバイルデバイス１１００は、またさらに、たとえ
ば、基地局、別のモバイルデバイスなどへの送信機１１０８による送信のための信号を変
調する変調器１１１８を備える。プロセッサ１１０６とは別個のものとして図示されてい
るが、受信電力決定構成要素１１１２、リンクレートプロジェクト構成要素１１１４、サ
ービングセル決定構成要素１１１６、復調器１１０４、および／または変調器１１１８は
、プロセッサ１１０６または複数のプロセッサ（図示せず）の一部とすることができ、お
よび／またはプロセッサ１１０６が実行するためのメモリ１１１０中の命令として記憶さ
れ得ることを諒解されたい。
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【００７７】
　図１２は、ワイヤレス通信を使用して１つまたは複数のデバイスと通信することを可能
にするシステム１２００の図である。システム１２００は、実質的に任意の基地局（たと
えば、フェムトセル、ピコセルなどの小さい基地局、モバイル基地局、．．．）、中継器
などとすることができる基地局／中継器１２０２を備え、基地局／中継器１２０２は、（
たとえば、説明したように、複数のネットワーク技術とすることができる）複数の受信ア
ンテナ１２０６を介して１つまたは複数のモバイルデバイス１２０４から（１つまたは複
数の）信号を受信する受信機１２１０と、（たとえば、説明したように、複数のネットワ
ーク技術とすることができる）複数の送信アンテナ１２０８を介して１つまたは複数のモ
バイルデバイス１２０４に送信する送信機１２３８とを有する。さらに、一例では、送信
機１２３８は、ワイヤードフロントリンク（wired front link）上でモバイルデバイス１
２０４に送信することができる。受信機１２１０は、１つまたは複数の受信アンテナ１２
０６から情報を受信することができ、受信された情報を復調する復調器１２１２と動作可
能に結合される。さらに、一例では、受信機１２１０は、ワイヤードバックホールリンク
（wired backhaul link）から受信することができる。復調されたシンボルは、図１１に
関して上述したプロセッサと同様とすることができるプロセッサ１２１４によって分析さ
れ、プロセッサ１２１４はメモリ１２１６に結合され、メモリ１２１６は、信号（たとえ
ばパイロット）強度および／または干渉強度を推定することに関係する情報、（１つまた
は複数の）モバイルデバイス１２０４（または異なる基地局（図示せず））に送信される
べきデータまたはそこから受信されるべきデータ、および／または本明細書に記載の様々
なアクションおよび機能を行うことに関係する他の適切な情報を記憶する。
【００７８】
　プロセッサ１２１４は、さらに、場合によっては、ＣＱＩ受信構成要素５１０と同様と
することができるＣＱＩ受信構成要素１２１８、基地局採用構成要素５１２と同様とする
ことができる基地局採用構成要素１２２０、あるいはデータ通信構成要素５１４、５３０
、６１２、６１６、および／または６２２と同様とすることができるデータ通信構成要素
１２２２に動作可能に結合され得る。さらに、プロセッサ１２１４は、場合によっては、
ＳＦＮ／ＭＩＭＯ構成要素５１６および／または５２２と同様とすることができるＳＦＮ
／ＭＩＭＯ構成要素１２２４、制御／データ受信構成要素５２４またはデータ受信構成要
素５２０もしくは６２０と同様とすることができる制御／データ受信構成要素１２２６、
リソース割当て構成要素５２６と同様とすることができるリソース割当て構成要素１２２
８、あるいは制御／データ転送構成要素５１８またはデータ転送構成要素５２８と同様と
することができるデータ転送構成要素１２３０に動作可能に結合され得る。プロセッサ１
２１４は、さらに、場合によっては、中継器リソース調整構成要素６１０または６１４と
同様とすることができる中継器リソース調整構成要素１２３２、あるいは制御リソースモ
ニタ構成要素６１８と同様とすることができる制御リソースモニタ構成要素１２３４に動
作可能に結合され得る。
【００７９】
　その上、たとえば、プロセッサ１２１４は、変調器１２３６を使用して送信されるべき
信号を変調し、送信機１２３８を使用して被変調信号を送信することができる。送信機１
２３８は、Ｔｘアンテナ１２０８上で信号をモバイルデバイス１２０４に送信することが
できる。さらに、プロセッサ１２１４とは別個のものとして図示されているが、ＣＱＩ受
信構成要素１２１８、基地局採用構成要素１２２０、データ通信構成要素１２２２、ＳＦ
Ｎ／ＭＩＭＯ構成要素１２２４、制御／データ受信構成要素１２２６、リソース割当て構
成要素１２２８、データ転送構成要素１２３０、中継器リソース調整構成要素１２３２、
制御リソースモニタ構成要素１２３４、復調器１２１２、および／または変調器１２３６
は、プロセッサ１２１４または複数のプロセッサ（図示せず）の一部とすることができ、
および／またはプロセッサ１２１４が実行するためのメモリ１２１６中の命令として記憶
され得ることを諒解されたい。
【００８０】
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　図１３を参照すると、中継器支援を利用すべきかどうかを決定するシステム１３００が
示されている。たとえば、システム１３００は、少なくとも部分的に基地局、モバイルデ
バイスなどの内部に常駐することができる。システム１３００は機能ブロックを含むもの
として表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの
組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックとする
ことができることを諒解されたい。システム１３００は、連携して動作することができる
電気構成要素の論理グルーピング１３０２を含む。たとえば、論理グルーピング１３０２
は、基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータと、基地局を支援する中継器に関
係する１つまたは複数の異なる通信パラメータとを決定するための電気構成要素１３０４
を含むことができる。説明したように、通信パラメータおよび／または異なる通信パラメ
ータは、決定またはプロジェクトされたリンクレート、基地局のジオメトリなどに関係す
ることができる。
【００８１】
　さらに、論理グルーピング１３０２は、１つまたは複数の通信パラメータを１つまたは
複数の異なる通信パラメータと比較することに少なくとも部分的に基づいて、中継器から
の支援を受けてまたは受けずに基地局から信号を受信するように選択するための電気構成
要素１３０６を備えることができる。したがって、説明したように、中継器が基地局より
も低いリンクレートを有する場合、基地局は中継器支援などを受けずに選択され得る。た
とえば、上記で説明したように、電気構成要素１３０４は、一態様では、受信電力決定構
成要素４０８および／またはリンクレートプロジェクト構成要素４１０を含むことができ
る。さらに、電気構成要素１３０６は、一態様では、サービングセル決定構成要素４１３
を含むことができる。さらに、システム１３００は、電気構成要素１３０４および１３０
６に関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ１３０８を含むことができる。
メモリ１３０８の外部にあるものとして示されているが、電気構成要素１３０４および１
３０６のうちの１つまたは複数は、メモリ１３０８の内部に存在することができることを
理解されたい。
【００８２】
　一例では、電気構成要素１３０４および１３０６は、少なくとも１つのプロセッサを備
えることができるか、または各電気構成要素１３０４および１３０６は、少なくとも１つ
のプロセッサの対応するモジュールとすることができる。その上、追加または代替例では
、電気構成要素１３０４および１３０６は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータ
プログラム製品とすることができ、各電気構成要素１３０４および１３０６は、対応する
コードとすることができる。
【００８３】
　図１４に、デバイスと通信するための追加の基地局を利用するシステム１４００が示さ
れている。たとえば、システム１４００は、少なくとも部分的に基地局、モバイルデバイ
スなどの内部に常駐することができる。システム１４００は機能ブロックを含むものとし
て表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合
せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックとすること
ができることを諒解されたい。システム１４００は、連携して動作することができる電気
構成要素の論理グルーピング１４０２を含む。たとえば、論理グルーピング１４０２は、
デバイスからチャネルリソースのセットに関係するＣＱＩを受信し、デバイスからチャネ
ルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩを受信するための電気構成要素１４０
４を含むことができる。説明したように、ＣＱＩおよび異なるＣＱＩは、ＣＱＩのうちの
１つに関係するリンク上での中継器支援に少なくとも部分的に基づいて異なることがある
。
【００８４】
　その上、論理グルーピング１４０２は、ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、異なるＣＱ
Ｉが異なるしきい値レベルを下回ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、デバ
イスと通信するための追加の基地局を利用するための電気構成要素１４０６を含むことが



(24) JP 6537954 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

できる。説明したように、電気構成要素１４０６は、説明したように、追加の基地局とＳ
ＦＮ／ＭＩＭＯリソースを調整すること、デバイスをサービスするために追加の基地局を
用いることなどに少なくとも部分的に基づいて、追加の基地局を利用することができる。
たとえば、電気構成要素１４０４は、上記で説明したように、ＣＱＩ受信構成要素５１０
を含むことができる。さらに、たとえば、上記で説明したように、電気構成要素１４０６
は、一態様では、基地局採用構成要素５１２を含むことができる。さらに、システム１４
００は、電気構成要素１４０４および１４０６に関連する機能を実行するための命令を保
持するメモリ１４０８を含むことができる。メモリ１４０８の外部にあるものとして示さ
れているが、電気構成要素１４０４および１４０６のうちの１つまたは複数は、メモリ１
４０８の内部に存在することができることを理解されたい。
【００８５】
　一例では、電気構成要素１４０４および１４０６は、少なくとも１つのプロセッサを備
えることができるか、または各電気構成要素１４０４および１４０６は、少なくとも１つ
のプロセッサの対応するモジュールとすることができる。その上、追加または代替例では
、電気構成要素１４０４および１４０６は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータ
プログラム製品とすることができ、各電気構成要素１４０４および１４０６は、対応する
コードとすることができる。
【００８６】
　図１５を参照すると、基地局がデバイスをサービスするのを支援するシステム１５００
が示されている。たとえば、システム１５００は、少なくとも部分的に基地局、モバイル
デバイスなどの内部に常駐することができる。システム１５００は機能ブロックを含むも
のとして表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれら
の組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックとす
ることができることを諒解されたい。システム１５００は、連携して動作することができ
る電気構成要素の論理グルーピング１５０２を含む。たとえば、論理グルーピング１５０
２は、基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、制御データまたはユーザプ
レーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信するための電気構成要素１５０４
を含むことができる。説明したように、その情報はＸ２インターフェース上で受信され得
る。さらに、たとえば、電気構成要素１５０４は、制御データまたはデバイスに関係する
他の制御データの少なくとも一部分を復号することに少なくとも部分的に基づいて、リソ
ースの指示を決定することができる。
【００８７】
　その上、論理グルーピング１５０２は、リソース上で基地局とともに制御データまたは
ユーザプレーンデータを送信するための電気構成要素１５０６を含むことができる。たと
えば、上記で説明したように、電気構成要素１５０４は、制御／データ受信構成要素５２
４を含むことができる。さらに、たとえば、上記で説明したように、電気構成要素１５０
６は、一態様では、データ通信構成要素５３０を含むことができる。さらに、システム１
５００は、電気構成要素１５０４および１５０６に関連する機能を実行するための命令を
保持するメモリ１５０８を含むことができる。メモリ１５０８の外部にあるものとして示
されているが、電気構成要素１５０４および１５０６のうちの１つまたは複数は、メモリ
１５０８の内部に存在することができることを理解されたい。
【００８８】
　一例では、電気構成要素１５０４および１５０６は、少なくとも１つのプロセッサを備
えることができるか、または各電気構成要素１５０４および１５０６は、少なくとも１つ
のプロセッサの対応するモジュールとすることができる。その上、追加または代替例では
、電気構成要素１５０４および１５０６は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータ
プログラム製品とすることができ、各電気構成要素１５０４および１５０６は、対応する
コードとすることができる。
【００８９】
　図１６を参照すると、中継器を共同で使用するためのリソースを調整するシステム１６
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００が示されている。たとえば、システム１６００は、少なくとも部分的に基地局、モバ
イルデバイスなどの内部に常駐することができる。システム１６００は機能ブロックを含
むものとして表されており、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそ
れらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロック
とすることができることを諒解されたい。システム１６００は、連携して動作することが
できる電気構成要素の論理グルーピング１６０２を含む。たとえば、論理グルーピング１
６０２は、制御データまたはユーザプレーンデータを送信するために中継器を使用するこ
とにおける直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局に示すための電気
構成要素１６０４を含むことができる。説明したように、これは、中継器を共同で利用す
るための追加の基地局とリソースをネゴシエートするプロセスの一部とすることができる
。
【００９０】
　さらに、論理グルーピング１６０２は、リソースのセット上で制御データまたはユーザ
プレーンデータを中継器に送信するための電気構成要素１６０６を備えることができる。
説明したように、たとえば、中継器は、システム１６００および追加の基地局によって共
同でサービスされ得る。たとえば、一態様では、電気構成要素１６０４は、上記で説明し
たように、中継器リソース調整構成要素６１０および／または６１４を含むことができる
。さらに、たとえば、上記で説明したように、電気構成要素１６０６は、一態様では、デ
ータ通信構成要素６１２および／または６１６を含むことができる。さらに、システム１
６００は、電気構成要素１６０４および１６０６に関連する機能を実行するための命令を
保持するメモリ１６０８を含むことができる。メモリ１６０８の外部にあるものとして示
されているが、電気構成要素１６０４および１６０６のうちの１つまたは複数は、メモリ
１６０８の内部に存在することができることを理解されたい。
【００９１】
　一例では、電気構成要素１６０４および１６０６は、少なくとも１つのプロセッサを備
えることができるか、または各電気構成要素１６０４および１６０６は、少なくとも１つ
のプロセッサの対応するモジュールとすることができる。その上、追加または代替例では
、電気構成要素１６０４および１６０６は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータ
プログラム製品とすることができ、各電気構成要素１６０４および１６０６は、対応する
コードとすることができる。
【００９２】
　次に図１７を参照すると、本明細書で提示する様々な実施形態によるワイヤレス通信シ
ステム１７００が示されている。システム１７００は、複数のアンテナグループを含むこ
とができる基地局１７０２を備える。たとえば、１つのアンテナグループはアンテナ１７
０４および１７０６を含み、別のグループはアンテナ１７０８および１７１０を備え、さ
らなるグループはアンテナ１７１２および１７１４を含むことができる。アンテナグルー
プごとに２つのアンテナが示されているが、グループごとにより多いまたはより少ないア
ンテナが利用され得る。基地局１７０２は、さらに、送信機チェーンおよび受信機チェー
ンを含むことができ、送信機チェーンおよび受信機チェーンの各々は、諒解されるように
、信号送信および受信に関連する複数の構成要素（たとえば、プロセッサ、変調器、マル
チプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を備えることができる。
【００９３】
　基地局１７０２は、モバイルデバイス１７１６およびモバイルデバイス１７２２など１
つまたは複数のモバイルデバイスと通信することができるが、基地局１７０２は、モバイ
ルデバイス１７１６および１７２２と同様の実質的にいかなる数のモバイルデバイスとも
通信することができることを諒解されたい。モバイルデバイス１７１６および１７２２は
、たとえば、セルラー電話、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス
、ハンドヘルドコンピューティングデバイス、衛星ラジオ、全地球測位システム、ＰＤＡ
、および／またはワイヤレス通信システム１７００を介して通信するための他の適切なデ
バイスとすることができる。図示のように、モバイルデバイス１７１６は、アンテナ１７
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１２および１７１４と通信しており、アンテナ１７１２および１７１４は、順方向リンク
１７１８を介して情報をモバイルデバイス１７１６に送信し、逆方向リンク１７２０を介
してモバイルデバイス１７１６から情報を受信する。さらに、モバイルデバイス１７２２
はアンテナ１７０４および１７０６と通信しており、アンテナ１７０４および１７０６は
、順方向リンク１７２４を介して情報をモバイルデバイス１７２２に送信し、逆方向リン
ク１７２６を介してモバイルデバイス１７２２から情報を受信する。周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）システムでは、たとえば、順方向リンク１７１８は、逆方向リンク１７２０によっ
て使用される周波数帯域とは異なる周波数帯域を利用し、順方向リンク１７２４は、逆方
向リンク１７２６によって用いられる周波数帯域とは異なる周波数帯域を用いることがで
きる。さらに、時分割複信（ＴＤＤ）システムでは、順方向リンク１７１８および逆方向
リンク１７２０は共通の周波数帯を利用し、順方向リンク１７２４および逆方向リンク１
７２６は共通の周波数帯を利用することができる。
【００９４】
　アンテナの各グループおよび／またはそれらが通信するように指定されたエリアは、基
地局１７０２のセクタと呼ばれることがある。たとえば、基地局１７０２によってカバー
されるエリアのセクタ中のモバイルデバイスに通信するようにアンテナグループが設計さ
れ得る。順方向リンク１７１８および１７２４を介した通信では、基地局１７０２の送信
アンテナは、モバイルデバイス１７１６および１７２２についての順方向リンク１７１８
および１７２４の信号対雑音比を向上させるためにビームフォーミングを利用することが
できる。また、基地局１７０２が、関連するカバレージ中に不規則に散在するモバイルデ
バイス１７１６および１７２２に送信するためにビームフォーミングを利用する間は、基
地局が単一のアンテナを介してその基地局のすべてのモバイルデバイスに送信する場合と
比較して、隣接セル内のモバイルデバイスは干渉を受けにくいことがある。さらに、モバ
イルデバイス１７１６および１７２２は、図示のようにピアツーピアまたはアドホック技
術を使用して互いに直接通信することができる。一例によれば、システム１７００は多入
力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムとすることができる。
【００９５】
　図１８に、例示的なワイヤレス通信システム１８００を示す。ワイヤレス通信システム
１８００には、簡潔のために、１つの基地局１８１０と、１つのモバイルデバイス１８５
０とを示してある。ただし、システム１８００は、２つ以上の基地局および／または２つ
以上のモバイルデバイスを含むことができ、追加の基地局および／またはモバイルデバイ
スは、以下で説明する例示的な基地局１８１０およびモバイルデバイス１８５０と実質的
に同様または異なるものとすることができることを諒解されたい。さらに、基地局１８１
０および／またはモバイルデバイス１８５０は、それらの間のワイヤレス通信を可能にす
るために、本明細書で説明するシステム（図１～図６および図１２～図１７）、モバイル
デバイス（図１１）、および／または方法（図７～図１０）を用いることができることを
諒解されたい。たとえば、本願明細書で説明するシステムの構成要素または機能および／
あるいは方法は、メモリ１８３２および／または１８７２の一部、あるいは以下で説明す
るプロセッサ１８３０および／または１８７０とすることができ、ならびに／あるいは開
示する機能を実行するために、プロセッサ１８３０および／または１８７０によって実行
され得る。
【００９６】
　基地局１８１０において、いくつかのデータストリームのトラフィックデータがデータ
ソース１８１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１８１４に供給される。一例によれば
、各データストリームはそれぞれのアンテナを介して送信され得る。ＴＸデータプロセッ
サ１８１４は、トラフィックデータストリーム用に選択された特定の符号化方式に基づい
て、そのデータストリームをフォーマット化し、符号化し、インターリーブして、符号化
データを供給する。
【００９７】
　各データストリームの符号化データは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）技法を使用し
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てパイロットデータで多重化され得る。追加または代替として、パイロットシンボルは、
周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、または符号分割多重化（ＣＤＭ
）され得る。パイロットデータは、一般に、知られている方法で処理される知られている
データパターンであり、チャネル応答を推定するためにモバイルデバイス１８５０におい
て使用され得る。各データストリームの多重化されたパイロットおよび符号化データは、
そのデータストリーム用に選択された特定の変調方式（たとえば、２位相偏移キーイング
（ＢＰＳＫ）、４位相偏移キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移キーイング（Ｍ－ＰＳＫ
）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）など）に基づいて変調（たとえば、シンボルマッピ
ング）され得、変調シンボルを与えることができる。各データストリームのデータレート
、符号化、および変調は、プロセッサ１８３０によって実行または与えられる命令によっ
て決定され得る。
【００９８】
　データストリームの変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１８２０に供給され、Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ１８２０は、（たとえば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボルをさらに
処理することができる。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１８２０は、ＮT個の変調シ
ンボルストリームをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）１８２２ａ～１８２２ｔに供給する。様
々な実施形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１８２０は、データストリームのシンボル
と、シンボルの送信元のアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００９９】
　各送信機１８２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１つまたは
複数のアナログ信号を供給し、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、増幅、
フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介して送信するのに
適した変調信号を供給する。さらに、送信機１８２２ａ～１８２２ｔからのＮT個の変調
信号は、それぞれ、ＮT個のアンテナ１８２４ａ～１８２４ｔから送信される。
【０１００】
　モバイルデバイス１８５０では、送信された変調信号はＮR個のアンテナ１８５２ａ～
１８５２ｒによって受信され、各アンテナ１８５２からの受信信号は、それぞれの受信機
（ＲＣＶＲ）１８５４ａ～１８５４ｒに供給される。各受信機１８５４は、それぞれの信
号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信
号をデジタル化して、サンプルを与え、さらに、それらのサンプルを処理して、対応する
「受信」シンボルストリームを供給する。
【０１０１】
　ＲＸデータプロセッサ１８６０は、特定の受信機処理技法に基づいてＮR個の受信機１
８５４からＮR個の受信シンボルストリームを受信し、処理して、ＮT個の「検出」シンボ
ルストリームを供給することができる。ＲＸデータプロセッサ１８６０は、各検出シンボ
ルストリームを復調し、デインタリーブし、復号して、データストリームのトラフィック
データを復元することができる。ＲＸデータプロセッサ１８６０による処理は、基地局１
８１０においてＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１８２０およびＴＸデータプロセッサ１８１４
によって実行される処理を補足するものである。
【０１０２】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関する
様々なタイプの情報を備えることができる。逆方向リンクメッセージは、データソース１
８３６からいくつかのデータストリームのトラフィックデータをも受信するＴＸデータプ
ロセッサ１８３８によって処理され、変調器１８８０によって変調され、送信機１８５４
ａ～１８５４ｒによって調整され、基地局１８１０に戻される。
【０１０３】
　基地局１８１０において、モバイルデバイス１８５０からの変調信号は、アンテナ１８
２４によって受信され、受信機１８２２によって調整され、復調器１８４０によって復調
され、ＲＸデータプロセッサ１８４２によって処理されて、モバイルデバイス１８５０に
よって送信された逆方向リンクメッセージが抽出される。さらに、プロセッサ１８３０は
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、抽出されたメッセージを処理して、ビームフォーミング重みを決定するためにどのプリ
コーディング行列を使用すべきかを決定することができる。
【０１０４】
　プロセッサ１８３０および１８７０は、それぞれ基地局１８１０およびモバイルデバイ
ス１８５０における動作を指示（たとえば、制御、調整、管理など）することができる。
それぞれのプロセッサ１８３０および１８７０は、プログラムコードおよびデータを記憶
するメモリ１８３２および１８７２に結合され得る。プロセッサ１８３０および１８７０
はまた、それぞれ、アップリンクとダウンリンクとに関して周波数推定値とインパルス応
答推定値とを導き出すために計算を実行することができる。
【０１０５】
　本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的なロジック、論理ブロック
、モジュール、構成要素、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジ
ック、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設
計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイ
クロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コン
トローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コン
ピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、
複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ
、あるいは任意の他のそのような構成として実装され得る。さらに、少なくとも１つのプ
ロセッサは、上述のステップおよび／またはアクションの１つまたは複数を実行するよう
に動作可能な１つまたは複数のモジュールを備え得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサ
が記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッ
サに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。さらに、いく
つかの態様では、プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。さらに、ＡＳＩ
Ｃはユーザ端末中に常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末
中に個別構成要素として常駐し得る。
【０１０６】
　１つまたは複数の態様では、説明した機能、方法またはアルゴリズムは、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュー
タプログラム製品に組み込まれ得る、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいは
コンピュータ可読媒体上で送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場
所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶
媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセス
され得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュ
ータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクス
トレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令ま
たはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得
、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また
、実質的にいかなる接続もコンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。たとえば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）
、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイ
ト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk
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）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、通常、データをレーザで光
学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１０７】
　上記の開示は、例示的な態様および／または実施形態について論じたが、添付の特許請
求の範囲によって定義される、説明した態様および／または実施形態の範囲から逸脱する
ことなく、様々な変更および改変を本明細書で行うことができることに留意されたい。さ
らに、記載の態様および／または実施形態の要素は、単数形で説明または請求されている
ことがあるが、単数形に限定することが明示的に述べられていない限り、複数形が企図さ
れる。さらに、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、別段の規定がな
い限り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部とともに利用され得る
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するための方法であって、
　基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータを決定することと、
　前記基地局を支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータを決定
することと、
　前記１つまたは複数の通信パラメータを前記１つまたは複数の異なる通信パラメータと
比較することに少なくとも部分的に基づいて、前記中継器からの支援を受けてまたは受け
ずに前記基地局から信号を受信するように選択することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記１つまたは複数の通信パラメータは、前記基地局のダウンリンク受信電力に関係し
、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータは、前記中継器の異なるダウンリンク受信
電力に関係する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記基地局のジオメトリに少なくとも部分的に基づいて前記基地局とのリンクのデータ
レートをプロジェクトすることと、
　前記中継器との異なるリンクによって支援される前記基地局との前記リンクの異なるデ
ータレートをプロジェクトすることと
　をさらに備え、前記１つまたは複数の通信パラメータを前記決定することは、前記デー
タレートを前記プロジェクトすることを備え、前記１つまたは複数の異なる通信パラメー
タを前記決定することは、前記異なるデータレートを前記プロジェクトすることを備える
、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記異なるデータレートを前記プロジェクトすることは、前記異なるデータレートに効
率ファクタを適用することをさらに備える、
［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記１つまたは複数の通信パラメータが少なくともしきい値レベルにあると決定するこ
とをさらに備え、
　前記選択することは、前記１つまたは複数の通信パラメータが少なくとも前記しきい値
レベルにあると前記決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記中継器からの支援
を受けて前記基地局から信号を受信するように選択することを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するための装置であって、
　　基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータを取得することと、
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　　前記基地局を支援する中継器に関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータを取
得することと、
　　前記１つまたは複数の通信パラメータを前記１つまたは複数の異なる通信パラメータ
と比較することに少なくとも部分的に基づいて、前記中継器からの支援を受けてまたは受
けずに前記基地局から信号を受信することを決定することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
　　［Ｃ７］
　前記１つまたは複数の通信パラメータは、前記基地局のダウンリンク受信電力に関係し
、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータは、前記中継器の異なるダウンリンク受信
電力に関係する、
［Ｃ６］に記載の装置。
　　［Ｃ８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局の決定されたジオメトリに少なくとも
部分的に基づいて、前記基地局とのリンクのデータレートを少なくとも部分的にプロジェ
クトすることによって前記１つまたは複数の通信パラメータを取得し、前記少なくとも１
つのプロセッサは、前記中継器との異なるリンクによって支援される前記基地局との前記
リンクの異なるデータレートを少なくとも部分的にプロジェクトすることによって前記１
つまたは複数の異なる通信パラメータを取得する、
［Ｃ６］に記載の装置。
　　［Ｃ９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記異なるデータレートに効率ファクタを少なく
とも部分的にさらに適用することによって、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータ
を取得する、
［Ｃ８］に記載の装置。
　　［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記１つまたは複数の通信パラメータが少なくと
もしきい値レベルにあるかどうかを決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記基
地局から信号を受信することを決定する、
［Ｃ６］に記載の装置。
　　［Ｃ１１］
　中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するための装置であって、
　基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータと、前記基地局を支援する中継器に
関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータとを決定するための手段と、
　前記１つまたは複数の通信パラメータを前記１つまたは複数の異なる通信パラメータと
比較することに少なくとも部分的に基づいて、前記中継器からの支援を受けてまたは受け
ずに前記基地局から信号を受信するように選択するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ１２］
　前記１つまたは複数の通信パラメータは、前記基地局のダウンリンク受信電力に関係し
、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータは、前記中継器の異なるダウンリンク受信
電力に関係する、
［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記決定するための手段は、
　前記基地局の決定されたジオメトリに少なくとも部分的に基づいて、前記１つまたは複
数のパラメータのうちの少なくとも１つとして前記基地局とのリンクのデータレートをプ
ロジェクトするための手段と、
　前記１つまたは複数の異なる通信パラメータのうちの少なくとも１つとして前記中継器
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との異なるリンクによって支援される前記基地局との前記リンクの異なるデータレートを
プロジェクトするための手段と
をさらに備える、［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１４］
　前記異なるデータレートをプロジェクトするための前記手段は、前記異なるデータレー
トに効率ファクタをさらに適用する、
［Ｃ１３］に記載の装置。
　　［Ｃ１５］
　前記選択するための手段は、前記１つまたは複数の通信パラメータが少なくともしきい
値レベルにあると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記基地局から信号を受
信するように選択する、
［Ｃ１１］に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するためのコンピュータプログラム製品で
あって、
　　少なくとも１つのコンピュータに、基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメー
タを取得させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記基地局を支援する中継器に関係する１つ
または複数の異なる通信パラメータを取得させるためのコードと、
　　前記１つまたは複数の通信パラメータを前記１つまたは複数の異なる通信パラメータ
と比較することに少なくとも部分的に基づいて、前記中継器からの支援を受けてまたは受
けずに前記基地局から信号を受信することを前記少なくとも１つのコンピュータに決定さ
せるためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数の通信パラメータは、前記基地局のダウンリンク受信電力に関係し
、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータは、前記中継器の異なるダウンリンク受信
電力に関係する、
［Ｃ１６］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記１つまたは複数の通信パラメータを取得さ
せるための前記コードは、前記基地局の決定されたジオメトリに少なくとも部分的に基づ
いて、前記１つまたは複数の通信パラメータのうちの少なくとも１つとして、前記基地局
とのリンクのデータレートをプロジェクトし、前記少なくとも１つのコンピュータに、前
記１つまたは複数の異なる通信パラメータを取得させるための前記コードは、前記１つま
たは複数の異なる通信パラメータのうちの少なくとも１つとして前記中継器との異なるリ
ンクによって支援される前記基地局との前記リンクの異なるデータレートをプロジェクト
する、
［Ｃ１６］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータを
取得させるための前記コードは、前記異なるデータレートに効率ファクタをさらに適用す
る、
［Ｃ１８］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのコンピュータに決定させるための前記コードは、前記１つまたは
複数の通信パラメータが少なくともしきい値レベルにあるかどうかを決定することに少な
くとも部分的に基づいて、前記基地局から信号を受信することを決定する、
［Ｃ１６］に記載のコンピュータプログラム製品。
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　　［Ｃ２１］
　中継器から信号を受信すべきかどうかを決定するための装置であって、
　基地局に関係する１つまたは複数の通信パラメータと、前記基地局を支援する中継器に
関係する１つまたは複数の異なる通信パラメータとを決定するためのリンクレートプロジ
ェクト構成要素と、
　前記１つまたは複数の通信パラメータを前記１つまたは複数の異なる通信パラメータと
比較することに少なくとも部分的に基づいて、前記中継器からの支援を受けてまたは受け
ずに前記基地局から信号を受信するように選択するためのサービングセル決定構成要素と
を備える、装置。
　　［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数の通信パラメータは前記基地局のダウンリンク受信電力に関係し、
前記１つまたは複数の異なる通信パラメータは、前記中継器の異なるダウンリンク受信電
力に関係する、
［Ｃ２１］に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記リンクレートプロジェクト構成要素は、前記基地局の決定されたジオメトリに少な
くとも部分的に基づいて、前記１つまたは複数のパラメータのうちの少なくとも１つとし
て前記基地局とのリンクのデータレートをプロジェクトするための直接リンクレート決定
構成要素と、前記１つまたは複数の異なる通信パラメータのうちの少なくとも１つとして
前記中継器との異なるリンクによって支援される前記基地局との前記リンクの異なるデー
タレートをプロジェクトするための中継器リンクレート決定構成要素とをさらに備える、
［Ｃ２１］に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記中継器リンクレート決定構成要素は、前記異なるデータレートに効率ファクタをさ
らに適用する、
［Ｃ２３］に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記サービングセル決定構成要素は、前記１つまたは複数の通信パラメータが少なくと
もしきい値レベルにあると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記基地局から
信号を受信するように選択する、
［Ｃ２１］に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　デバイスと通信するための別の基地局を利用するための方法であって、
　デバイスからチャネルリソースのセットに関係するチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ
）を受信し、前記デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩ
を受信することと、
　前記ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、前記異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下
回ると決定することと、
　前記ＣＱＩが前記しきい値レベルを上回り、前記異なるＣＱＩが前記異なるしきい値レ
ベルを下回ると前記決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスと通信す
るための追加の基地局を利用することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２７］
　前記追加の基地局を前記利用することは、前記デバイスに関係する制御データまたはユ
ーザプレーンデータを前記追加の基地局に転送することを備える、
［Ｃ２６］に記載の方法。
　　［Ｃ２８］
　前記追加の基地局を前記利用することは、ネットワーク多入力多出力または単一周波数
ネットワーク通信を前記デバイスに与えるために、前記追加の基地局とともにリソースを
調整することをさらに備える、
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［Ｃ２７］に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　前記制御データは、前記ユーザプレーンデータの少なくとも一部分を受信するために前
記デバイスに割り当てられたリソースの指示を備える、
［Ｃ２７］に記載の方法。
　　［Ｃ３０］
　前記追加の基地局からリソースの指示と対応するユーザプレーンデータとを受信するこ
とと、
　リソースの前記指示に従って前記対応するユーザプレーンデータを前記デバイスに送信
することと
をさらに備える、［Ｃ２６］に記載の方法。
　　［Ｃ３１］
　デバイスと通信するための別の基地局を利用するための装置であって、
　　デバイスからチャネルリソースのセットに関係するチャネル品質インジケータ（ＣＱ
Ｉ）を受信し、前記デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱ
Ｉを受信することと、
　　前記ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、前記異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを
下回ると決定することと、
　　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＣＱＩが前記しきい値レベルを上回り、前
記異なるＣＱＩが前記異なるしきい値レベルを下回ると決定することに少なくとも部分的
に基づいて、前記デバイスと通信するための追加の基地局を利用することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
　　［Ｃ３２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記デバイスに関係する制御データまたはユーザ
プレーンデータを前記追加の基地局に少なくとも部分的に転送することによって、前記追
加の基地局を利用する、
［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ネットワーク多入力多出力または単一周波数ネッ
トワーク通信を前記デバイスに与えるために、前記追加の基地局とともにリソースを少な
くとも部分的に調整することによって、前記追加の基地局をさらに利用する、
［Ｃ３２］に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記制御データは、前記ユーザプレーンデータの少なくとも一部分を受信するために前
記デバイスに割り当てられたリソースの指示を備える、
［Ｃ３２］に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記追加の基地局からリソースの指示と対応するユーザプレーンデータとを受信するこ
とと、
　リソースの前記指示に従って前記対応するユーザプレーンデータを前記デバイスに送信
することと
を行うようにさらに構成された、［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　デバイスと通信するための別の基地局を利用するための装置であって、
　デバイスからチャネルリソースのセットに関係するチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ
）を受信し、前記デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩ
を受信するための手段と、



(34) JP 6537954 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

　前記ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、前記異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下
回ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスと通信するための追加
の基地局を利用するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３７］
　前記利用するための手段は、前記デバイスに関係する制御データまたはユーザプレーン
データを前記追加の基地局に転送するための手段を備える、
［Ｃ３６］に記載の装置。
　　［Ｃ３８］
　前記利用するための手段は、ネットワーク多入力多出力または単一周波数ネットワーク
通信を前記デバイスに与えるために、前記追加の基地局とともにリソースを調整するため
の手段を備える、
［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記制御データは、前記ユーザプレーンデータの少なくとも一部分を受信するために前
記デバイスに割り当てられたリソースの指示を備える、
［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　前記追加の基地局からリソースの指示と対応するユーザプレーンデータとを受信するた
めの手段と、
　リソースの前記指示に従って前記対応するユーザプレーンデータを前記デバイスに送信
するための手段と
をさらに備える、［Ｃ３６］に記載の装置。
　　［Ｃ４１］
　デバイスと通信するための別の基地局を利用するためのコンピュータプログラム製品で
あって、
　　少なくとも１つのコンピュータに、デバイスからチャネルリソースのセットに関係す
るチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を受信させ、前記デバイスからチャネルリソース
の異なるセットに関係する異なるＣＱＩを受信させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、前記
異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下回ると決定させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＣＱＩが前記しきい値レベルを上回り、
前記異なるＣＱＩが前記異なるしきい値レベルを下回ると決定させるための前記コードに
少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記デバイスと通
信するための追加の基地局を利用させるためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４２］
　前記少なくとも１つのコンピュータに利用させるための前記コードは、前記デバイスに
関係する制御データまたはユーザプレーンデータを前記追加の基地局に少なくとも部分的
に転送することによって、前記追加の基地局を利用する、
［Ｃ４１］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つのコンピュータに利用させるための前記コードは、ネットワーク多
入力多出力または単一周波数ネットワーク通信を前記デバイスに与えるために、前記追加
の基地局とともにリソースを少なくとも部分的に調整することによって、前記追加の基地
局を利用する、
［Ｃ４２］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４４］
　前記制御データは、前記ユーザプレーンデータの少なくとも一部分を受信するために前
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記デバイスに割り当てられたリソースの指示を備える、
［Ｃ４２］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４５］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記追加の基地局からリソースの指示と対応す
るユーザプレーンデータとを受信させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、リソースの前記指示に従って前記対応するユー
ザプレーンデータを前記デバイスに送信させるためのコードと
をさらに備える、［Ｃ４１］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４６］
　デバイスと通信するための別の基地局を利用するための装置であって、
　デバイスからチャネルリソースのセットに関係するチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ
）を取得し、前記デバイスからチャネルリソースの異なるセットに関係する異なるＣＱＩ
を取得するためのＣＱＩ受信構成要素と、
　前記ＣＱＩがしきい値レベルを上回り、前記異なるＣＱＩが異なるしきい値レベルを下
回ると決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスと通信するための追加
の基地局を利用するための基地局採用構成要素と
を備える、装置。
　　［Ｃ４７］
　前記基地局採用構成要素は、前記デバイスに関係する制御データまたはユーザプレーン
データを前記追加の基地局に転送するための制御／データ転送構成要素を備える、
［Ｃ４６］に記載の装置。
　　［Ｃ４８］
　前記基地局採用構成要素は、ネットワーク多入力多出力（ＭＩＭＯ）または単一周波数
ネットワーク（ＳＦＮ）通信を前記デバイスに与えるために、前記追加の基地局とともに
リソースを調整するためのＳＦＮ／ＭＩＭＯ構成要素を備える、
［Ｃ４７］に記載の装置。
　　［Ｃ４９］
　前記制御データは、前記ユーザプレーンデータの少なくとも一部分を受信するために前
記デバイスに割り当てられたリソースの指示を備える、
［Ｃ４７］に記載の装置。
　　［Ｃ５０］
　前記追加の基地局からリソースの指示と対応するユーザプレーンデータとを取得するた
めのデータ受信構成要素と、
　リソースの前記指示に従って前記対応するユーザプレーンデータを前記デバイスに送信
するためのデータ通信構成要素と
をさらに備える、［Ｃ４６］に記載の装置。
　　［Ｃ５１］
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための方法であって、
　基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記ユー
ザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信することと、
　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータ
を送信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ５２］
　前記受信することは、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制御データまたは
前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを受信することを備える、
［Ｃ５１］に記載の方法。
　　［Ｃ５３］
　前記制御データの少なくとも一部分を復号することに少なくとも部分的に基づいて、リ
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ソースの前記指示を決定することをさらに備える、
［Ｃ５１］に記載の方法。
　　［Ｃ５４］
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置であって、
　　基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記ユ
ーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信することと、
　　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデー
タを送信することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
　　［Ｃ５５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制
御データまたは前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを受信する、
［Ｃ５４］に記載の装置。
　　［Ｃ５６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記制御データの少なくとも一部分を復号するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、リソースの前記指示を決定するようにさらに構成され
た、
［Ｃ５４］に記載の装置。
　　［Ｃ５７］
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置であって、
　基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記ユー
ザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを受信するための手段と、
　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータ
を送信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ５８］
　前記受信するための手段は、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制御データ
または前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを受信する、
［Ｃ５７］に記載の装置。
　　［Ｃ５９］
　前記受信するための手段は、前記制御データの少なくとも一部分を復号することに少な
くとも部分的に基づいてリソースの前記指示を決定する、
［Ｃ５７］に記載の装置。
　　［Ｃ６０］
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するためのコンピュータプログラム製品であ
って、
　　少なくとも１つのコンピュータに、基地局から制御データまたはユーザプレーンデー
タと、前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを送信するためのリソースの指示
とを受信させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記リソース上で前記基地局とともに前記制
御データまたは前記ユーザプレーンデータを送信させるためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６１］
　前記少なくとも１つのコンピュータに受信させるための前記コードは、Ｘ２インターフ
ェース上で前記基地局から前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータとリソースの
前記指示とを受信する、
［Ｃ６０］に記載のコンピュータプログラム製品。
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　　［Ｃ６２］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記制御データの少なくとも一部分を復号することに少
なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのコンピュータにリソースの前記指示を
決定させるためのコードをさらに備える、
［Ｃ６０］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ６３］
　基地局がデバイスをサービスするのを支援するための装置であって、
　基地局から制御データまたはユーザプレーンデータと、前記制御データまたは前記ユー
ザプレーンデータを送信するためのリソースの指示とを取得するための制御／データ受信
構成要素と、
　前記リソース上で前記基地局とともに前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータ
を送信するためのデータ通信構成要素と
を備える、装置。
　　［Ｃ６４］
　前記制御／データ受信構成要素は、Ｘ２インターフェース上で前記基地局から前記制御
データまたは前記ユーザプレーンデータとリソースの前記指示とを取得する、
［Ｃ６３］に記載の装置。
　　［Ｃ６５］
　前記制御／データ受信構成要素は、前記制御データの少なくとも一部分を復号すること
に少なくとも部分的に基づいてリソースの前記指示を決定する、
［Ｃ６３］に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　中継器を共同でサービスするための方法であって、
　制御データまたはユーザプレーンデータを中継器に送信するためのリソースのセットを
選択することと、
　前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを送信するために前記中継器を使用す
ることにおける直交性を保証するために、前記リソースのセットを追加の基地局に示すこ
とと、
　前記リソースのセット上で前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを前記中継
器に送信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ６７］
　前記追加の基地局からリソースの少なくとも１つの異なるセットを受信することをさら
に備え、
　前記リソースのセットを前記選択することが、前記リソースの少なくとも１つの異なる
セットを選択することを回避することを含む、
［Ｃ６６］に記載の方法。
　　［Ｃ６８］
　中継器を共同でサービスするための装置であって、
　　制御データまたはユーザプレーンデータを中継器に送信するためのリソースのセット
を選択することと、
　　前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを送信するために前記中継器を使用
することにおける直交性を保証するために、前記リソースのセットを追加の基地局に通信
することと、
　　前記リソースのセット上で前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを前記中
継器に送信することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、装置。
　　［Ｃ６９］
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記追加の基地局からリソースの少なくとも１つ
の異なるセットを受信するようにさらに構成され、前記少なくとも１つのプロセッサが、
前記リソースの少なくとも１つの異なるセットを選択することを回避することに少なくと
も部分的に基づいて、前記リソースのセットを選択する、
［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７０］
　中継器を共同でサービスするための装置であって、
　制御データまたはユーザプレーンデータを送信するために中継器を使用することにおけ
る直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局に示すための手段と、
　前記リソースのセット上で前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを前記中継
器に送信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ７１］
　前記示すための手段はさらに、前記追加の基地局からリソースの少なくとも１つの異な
るセットを受信し、前記リソースの少なくとも１つの異なるセットを選択することを回避
する、
［Ｃ７０］に記載の装置。
　　［Ｃ７２］
　中継器を共同でサービスするためのコンピュータプログラム製品であって、
　　少なくとも１つのコンピュータに、制御データまたはユーザプレーンデータを中継器
に送信するためのリソースのセットを選択させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記制御データまたは前記ユーザプレーンデ
ータを送信するために前記中継器を使用することにおける直交性を保証するために、前記
リソースのセットを追加の基地局に通信させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記リソースのセット上で前記制御データま
たは前記ユーザプレーンデータを前記中継器に送信させるためのコードと
　を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７３］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記少なくとも１つのコンピュータに前記追加の基地局
からリソースの少なくとも１つの異なるセットを受信させるためのコードをさらに備え、
前記少なくとも１つのコンピュータに選択させるための前記コードが、前記リソースの少
なくとも１つの異なるセットを選択することを回避することに少なくとも部分的に基づい
て前記リソースのセットを選択する、
［Ｃ７２］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ７４］
　中継器を共同でサービスするための装置であって、
　制御データまたはユーザプレーンデータを送信するために中継器を使用することにおけ
る直交性を保証するために、リソースのセットを追加の基地局に示すための中継器リソー
ス調整構成要素と、
　前記リソースのセット上で前記制御データまたは前記ユーザプレーンデータを前記中継
器に送信するためのデータ通信構成要素と
を備える、装置。
　　［Ｃ７５］
　前記中継器リソース調整構成要素がさらに、前記追加の基地局からリソースの少なくと
も１つの異なるセットを受信し、前記リソースの少なくとも１つの異なるセットを選択す
ることを回避する、
［Ｃ７４］に記載の装置。
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